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はしがき

本報告書は、⽂部科学省科学研究費助成事業「新学術領域研究（研究領域提案型）」として平成 28 年
度から令和 2 年度まで実施された⼤型研究プロジェクト「スロー地震学」の研究活動及び成果を取りま
とめたものである。

スロー地震研究は、21 世紀初頭に我々が世界に先駆けてスロースリップイベント（SSE）や微動を発
⾒したのを端緒として、国際的に⼤きく発展したものである。最初の発⾒から 10 数年が経過するころ、
スロー地震研究において「発⾒の時代」から「理解の時代」への転換が意識され、また、海外研究者の
活躍が⽬⽴ってきたことを契機に、⽇本のスロー地震研究を⾶躍的に発展させることを⽬的として、本
研究領域が開始された。

本研究領域では、低速変形のみならず⾼速破壊も含めた地震研究の再構築を⽬指し、主にスロー地震
の発⽣様式、発⽣環境、発⽣原理の解明を進めてきた。特に、地質学や⾮平衡物理学などとの異分野連
携に基づいてスロー地震に関する新たな理解を得ること、及び、我が国のスロー地震研究における国際
的卓越性をさらに強化し、世界的にこの研究分野をけん引する⽴場を明確にしつつ、併せて国際的な視
野を備えた若⼿研究者を育成することも含めて、領域研究を進めた。

その結果、これまで観測が困難でギャップとされていた海域や脈動ノイズと重なる周波数帯域におい
て新たなスロー地震の発⾒に成功し、スロー地震は、プレート境界固着域の浅部や深部を問わず、微動
帯域からスロースリップ帯域まで広がる「超広帯域現象」であり、その発⽣には「不均質」及び「⽔」
が重要な役割を果たす、という基本的理解に達した。これは、本領域における海陸における観測網の展
開や解析⼿法の⾼度化によるものであるとともに、付加体・変成岩露頭の地質学的観察による「レオロ
ジー不均質性」及び「⽔がもたらす変形」に基づいて、⾮平衡物理学的モデルによるスローな現象の再
現や、スロー地震発⽣様式の系統的遷移性を説明しうる地球物理学的モデル化に成功したこと、さらに、
海陸における地震学的および電磁気学的構造探査や地質学的調査・実験により、スロー地震発⽣域にお
ける「⽔」の存在を明らかにしたことなど、本領域のすべての計画研究による成果を総合して得られた
ものである。

また、スロー地震と巨⼤地震との関連性については新たにいくつかの重要な知⾒が得られた。国は
2019 年よりこれまでの東海地震予知体制から南海トラフ巨⼤地震の発⽣可能性に関する臨時情報を発
出する体制へと転換し、その情報発出における評価項⽬にスロー地震を加えており、これは、本領域の
研究成果が国の防災⾏政に貢献したものと⾔える。

国際交流事業としては、毎年開催した年次国際研究集会に多数の海外研究者を招聘し、また領域採択
期間中 2 回実施した海外押しかけワークショップにて多くの領域関係者を派遣するなど、国際交流なら
びに国際共同研究の基礎を確⽴した。さらに、若⼿研究者の海外派遣を積極的に実施し、10 名に対し総
計で 318 ⼈⽇に及ぶ在外研究⽀援を⾏った。また、領域内外で構築された様々なスロー地震のカタログ
を共通フォーマットで利⽤可能なスロー地震データベースを英語で作成した。これにより、様々なスロ
ー地震の⽐較が容易となり、国際的にも利⽤されるようになるなど、スロー地震研究の国際的な発展に
⼤きく貢献した。
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本研究領域では、すでに述べたように、スロー地震に関する新たな観測事実やモデルを発表し、スロ
ー地震研究を⾶躍的に発展させただけでなく、他分野連携の基盤を形成し、今後さらなる発展の基礎を
築いたという点で⼤きな成功を収めたと⾔える。その結果の⼀つとして、本研究領域の後継プロジェク
トである「Slow-to-Fast 地震学」が学術変⾰領域研究に採択され、令和 3 年度から 5 か年にわたってよ
り⼤きな⽬標に向かって研究を進めることになった。

これらの本研究領域の成功は、各計画研究・公募研究代表者や研究分担者、連携研究者・研究協⼒者、
領域によって雇⽤された研究員、⼤学院⽣、さらには、国内外の共同研究者、年次国際研究集会の参加
者など、本プロジェクトにかかわったすべての皆さんの努⼒の賜物と⾔える。本研究領域に参画いただ
いたすべてのメンバーに感謝申し上げたい。また、や総括班会議や全体会議、研究集会等にご出席いた
だき、領域の推進に関して適切なご助⾔をいただいた⽂部科学省学術調査官の先⽣⽅、および総括班評
者者の鈴⽊貞⾂先⽣に改めて深く感謝申し上げる。

本報告書は本研究領域の概要に加えて、三度発刊された研究成果集、事後評価報告書等の⾮公開資料
を合冊したものであり、ニュースレター等の公開刊⾏物と合わせて、本研究領域のすべての活動を振り
返ることができるものである。本研究領域に皆様が今後の研究活動を進めるうえで、少しでも参考にな
れば幸いである。

令和 ５ 年 3 ⽉
領域代表 ⼩原 ⼀成

東京⼤学地震研究所・教授
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研究概要 
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１．研究開始当初の背景 

20 世紀末から⽇本の最先端の地殻変動・地震観測網によって、次々と奇妙な現象が⾒つかった。1999
年にプレート境界のゆっくりとしたすべりである「スロースリップイベント（SSE）」が、2002 年に⾮
常に微弱な地震波源である「微動」が発⾒された。これらの現象はその後も頻繁に発⽣し、その発⽣源
は過去の巨⼤地震の震源域を取り囲んでいる。その後、SSE や微動は、世界各地（カナダ、⽶国、メキ
シコ、コスタリカ、エクアドル、ペルー、チリ、ニュージーランド、台湾など）で相次いで発⾒された。
SSE と微動の中間的サイズの現象「超低周波地震」と合わせて、これらすべての現象を「スロー地震」
と呼ぶ。スロー地震は普通の地震同様プレート境界のすべり運動であるが、そのスケール法則は普通の
地震とかなり異なる。⼀⽅、2011 年東⽇本⼤震災を引き起こした東北沖地震は、あれほどの巨⼤地震
を想定できていなかった地震学の未熟さを露呈させ、地震研究者たちは、地震発⽣の物理プロセスを⼗
分に理解できていなかったことを痛感させられた。その理解できていない⼤きな要因がスロー地震なの
であろう。巨⼤地震発⽣域の周辺でスロー地震が頻発し、地震発⽣場を絶えず変え続けている。ある意
味で普通の地震、つまり⾼速のすべりを準備しているのは様々なタイプのスロー地震であると考えられ
る。
本研究領域が開始される当時、スロー地震研究は「発⾒の時代」を過ぎ、「理解の時代」を迎えつつあり、
従来のアプローチのみでは限界が近い状況であった。他⽅、近年の海洋底掘削や陸上付加体研究によっ
て地質学的にスロー地震を理解することが現実的になり、また⾮平衡物理学・⾮線形動⼒学の⼀分野と
して普通の地震とスロー地震の関係が注⽬され始めていた。これらの分野間の交流はこれまで⼗分だっ
たとは⾔えず、その理由は主に交流の枠組みがなかったためである。そこで、本研究領域は、スロー地
震というターゲットに地質学から⾮平衡物理学までの異分野を結びつける枠組みを提供し、スロー地震
に関するより徹底した理解をもとに、低速変形を解明することにより、最終的には、⾼速すべりまで含
めた地震現象を統⼀的に理解し地震研究そのものの再構築を⽬指すまでを、本研究領域の全体構想とし
た。

２．研究の⽬的 

近年相次いで発⾒されてきた地震現象である「スロー地震」の謎を解明する。そのために、従来の地球
物理学（地震学、測地学）だけでなく、地質学、⾮平衡物理学等を融合したアプローチを⽤い、スロー
地震の発⽣様式、発⽣環境、発⽣原理を明らかにすることで、「低速変形から⾼速すべりまでの地震現象
の統⼀的な理解」を⾶躍的に進め、かつ同時に地震研究の再構築を⽬指すことを⽬的とする。
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３．研究の⽅法 

（１）研究項⽬ A01：地震観測
スロー地震（微動・超低周波地震・SSE）の活動様式や相互作⽤を解明するため、海域に海底地震計や
海底圧⼒計、陸域に短周期・広帯域地震計を展開して機動的観測を実施する。特に浅部微動に伴う SSE
の直接的検出、微動と超低周波地震の時空間相関性、地球潮汐や遠地地震によるスロー地震の誘発現象、
スロー地震域周囲の準定常すべり変化との相互作⽤等を解明する。検出したスロー地震のカタログ構築
とスロー地震データべースを介した公開を進める。測地観測(A02)や他班と連携してデータの相互利⽤
やスロー地震の全体像の把握に努める。

（２）研究項⽬ A02：測地観測
GNSS、重⼒、傾斜、歪み観測により SSE の詳細な時空間発展を明らかにし、それをもとにスロー地震
発⽣域のすべり挙動や摩擦特性を解明する。豊後⽔道で予想される⻑期的 SSE、⽇向灘、沖縄本島南部、
⼋重⼭地⽅の SSE をターゲットとする。まず各種既存データを⽤いて検出精度向上のためのデータ解析
法を検討する。GNSS 観測網の補強および可搬型超伝導重⼒計による重⼒連続観測を⾏うとともに、蓄
積された測地データを統合して SSE のすべりモデルを構築する。各地域の⻑期・短期 SSE のすべり分
布、隣接地域との相互作⽤、流体移動、微動・VLF・地震活動などとの関連性、潮汐との関連性、プレ
ート間カップリング分布、せん断応⼒のすべり速度依存性を明らかにし、他計画研究の知⾒を総合しス
ロー地震・地震の地域性・発⽣要因を考察する。

（３）研究項⽬ B01：地震・電磁気構造
豊後⽔道周辺において、プレートの沈み込みに伴う地震学的・電磁気学的構造を明らかにすることを⽬
的として、海域から陸域にわたって⼈⼯震源地震波構造調査および地震・電磁気観測を⾏う。ネットワ
ーク MT 法や海底電位差計を⽤いた電磁気観測によって得られる⽐抵抗構造、および陸域での⼤規模⽕
薬発破、海域でのエアガン発震による地震波⼈⼯震源構造調査から得られる地震波速度・減衰・異⽅性
構造から、プレートの沈み込み運動に伴う流体の分布を明らかにする。またプレート境界⾯における地
震波変換効率および反射強度のマッピングを⾏い、プレート境界⾯の形状および境界⾯周辺の物性を⾼
解像度で求め、スロー地震発⽣様式と⽐較することによって、その発⽣メカニズムに関する構造的要因
の解明を⾏う。

（４）研究項⽬ B02：地質
スロー地震発⽣深度で形成された付加体・変成岩類の地質調査・分析を基にスロー地震の地質学的描像
を導き出すとともに、地震・測地観測から得られる地震像との共有を図ることで、スロー地震の発⽣像
を構築する。地質・模擬試料を⽤いた摩擦・透⽔実験を⾏い、低速変形から⾼速すべり時の摩擦・⽔理
特性を明らかにすることで、スロー地震から巨⼤地震発⽣へ⾄る際の摩擦・流体挙動を明らかにする。
実験後、回収された試料と付加体・変成岩から得られた試料の⽐較・検討を⾏い、低速変形から⾼速す
べりを⽀配する素過程を明らかにする。フィールド・実験で得られたデータを他計画研究に提供し、低
速変形から⾼速すべりまでの地震現象の統⼀的理解に役⽴てる。
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（５）研究項⽬ C01：地球科学的モデル構築
スロー地震を構成する微動・超低周波地震・スロースリップ等の現象について、数理科学的モデル化を
通じて相互の関連性を明らかにする。他計画研究の情報に基づき、地下構造、物質特性、温度圧⼒条件
等の妥当な仮定の下で、低速変形から⾼速すべりまで含む地震サイクルを数値シミュレーションよって
再現する。その過程において、プレート境界⾯での摩擦を含むレオロジー、巨⼤地震前のプレスリップ
の出現可能性、潮汐等の外部応⼒の影響などを推定する。世界の様々な地域で⾒られるスロー地震と巨
⼤地震の多様性を、上記のモデル、シミュレーションに地球科学的考察を加えることで説明する。

（６）研究項⽬ C02：⾮平衡物理学
スロー地震と通常地震の違いを、⼒学的安定性・不安定性の違いとして定量的・統⼀的に理解する。具
体的には、摩擦・流動実験と、数理モデルによる再現により、レオロジーに関する不均⼀（あるいはラ
ンダム）場における時空ダイナミクスの実験と安定性解析を⾏い、両者の切り替わりを定量的に記述し、
ダイナミクスの普遍的挙動を解明する。同時に、なぜそのようなレオロジー不均⼀性が発現するのか理
解するため、レオロジーの統計⼒学的理解も⽬指す。またスロー地震と通常の地震の相互作⽤を⾮線形
動⼒学の観点から理解する。とくにスロースリップと巨⼤地震の関係について数理的に明らかにする。
安定性・時定数の異なる複数のすべり機構が弾性ひずみを解消していく機構をモデル化し、協同現象の
観点から解析する。

４．研究の成果 

本研究領域によって、スロー地震の理解を⽬指した新たな分野融合連携研究体が構築され、様々な研
究成果が得られた。それらの成果は、Science 誌 7 本、Nature 誌２本、Nature Geoscience 誌 8 本、Nature
Communications 誌 7 本などの⾼インパクトジャーナルを含む、合計 468 編の原著論⽂を国際査読誌に
て公表した（うち国際共著論⽂は 159 編）。また、国際学会における招待講演数は 75 回に及ぶなど、世
界的に⾼い評価を得たことを⽰している。

（１）研究項⽬ A01：地震観測
スロー地震に対するこれまでの断⽚的な理解から、スロー地震の全体像を理解することを⽬的とし、浅
部スロー地震、深部スロー地震、⼩繰り返し地震を対象として、防災科研 MOWLAS などの定常観測デ
ータに海陸に展開された機動観測のデータを加え、スロー地震を構成する各現象の発⽣様式や相互作⽤
の解明を進めた。その結果、スロー地震の系統的な描像が明らかとなったとともに、そのうえでスロー
地震の様々な多様性や不均質性が明確となり、発⽣環境との⽐較やモデル化に関する研究が⼤きく進展
した。
本領域の C01 や A02 の成果として得られたスロー地震の広帯域性、浅部・深部スロー地震の共通性、
といった系統的描像に基づき、本研究項⽬ではスロー地震の詳細像としての多様性を明らかにした。つ
まり、深部スロー地震は⾛向⽅向に同じ現象が細⻑く広がり、発⽣時期の異なるセグメントに分かれ、
それらはパッチ強度が異なるなどの弱い不均質性で特徴づけられる。⼀⽅、⽇本海溝や南海トラフ付近
で新たに発⾒した浅部スロー地震は、⾛向⽅向に固着域などと棲み分けるという、強い不均質で特徴づ
けられることを⾒出した。また、スロー地震の移動様式には、南海トラフ⻄⽅沖で検出したように⼩繰
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り返し地震と相互作⽤しながら数 100 km も移動し固着域に応⼒載荷する場合や、拡散的に⾼速度・短
距離移動するケースなど、多様であることが分かった。また、スロー地震の潮汐応答性の季節・地域変
化、隣接スロー地震間もしくは通常の地震との時空間的相関性、遠地表⾯波による微動に限らない超低
周波地震の誘発現象などの相互作⽤についても新たな知⾒を得て、スロー地震の発⽣メカニズムの理解
が進んだ。

（２）研究項⽬ A02：測地観測
スロー地震の⼤局的な活動パターンやプレート間のすべり様式を規定していると考えられる SSE の活
動様式を測地学的な観測⼿段によって捉え、地域ごとのプレート間のすべり特性、それを規定している
地球科学的要因、隣接地域との相互作⽤、SSE 発⽣と地殻流体との関連性の解明を進めた。その結果、
それらについての理解が⼤きく進展した。
四国において過去 18 年間にわたり、微動に伴う短期的 SSE を推定し、2012 年以降の⼤規模な SSE の
増加傾向を明らかにした。⼀⽅、⽇向灘から四国にかけて 1 年程度継続する⻑期的 SSE を系統的に検出
し、約 300 km の距離を北東に向かって移動する様⼦を⾒出した。この⻑期的 SSE は浅部側の固着域に
おける固着度に影響されるとともに、深部側の短期的 SSE 活動に影響するという相互作⽤が存在するこ
とを⾒出した。また、深部微動が活発化するタイミングで異なる期間の GNSS データをスタックした結
果、浅部側に離れた固着域の⼀部でわずかな滑りが⽣じていることが分かった。これらの結果は、深部
スロー地震が巨⼤地震の発⽣に影響する可能性を⽰唆する重要な事例である。さらに、東海地域におけ
る 20 年以上の絶対重⼒測定により SSE に関連する重⼒変化を⾒出し、C02 班と共同開発した間隙弾性
体モデルに基づく流体移動で説明可能であることを⽰した。⼋重⼭諸島で 5 回の SSE を検出し、いずれ
もすべり分布は似ているものの時間発展が毎回異なるため、断層⾯の性質が時間変化することを突き⽌
めた。

（３）研究項⽬ B01：地震・電磁気構造
本研究は、豊後⽔道周辺を主たる対象領域として、海域から陸域まで、地震学的・電磁気学的なプレー
トの沈み込み構造を明らかにし、多様な断層すべりの発⽣環境の理解に貢献することを⽬的としている。
計画通り実施した調査・観測の結果、地震学的および電磁気学的に互いに整合的な構造が得られ、構造
から⽰唆される流体の分布とスロー地震発⽣領域との間に良い相関を確認した。さらに公募研究も加え、
⻄南⽇本全体のスロー地震活動と沈み込み構造との関係や、ニュージーランド北島沖ヒクランギ沈み込
み帯における 3 次元的なプレート沈み込み構造を明らかした。さらに、地震学的・電磁気学的構造の時
間変化抽出に向けた⼿法開発も進め、当初の計画以上に進んだ結果を得ることができた。
⽇向灘や四国東部における⾼分解能地下構造調査とスロー地震活動との⽐較から、沈み込んだ海嶺や海
⼭が浅部及び深部微動の活動域を規定することを⾒出した。また、ニュージーランド沖でもスロー地震
発⽣域における詳細な三次元構造を明らかにした。⼀⽅、スロー地震と流体との関係については、四国
⻄部の微動域に対応した豊富な流体を⽰唆する明瞭な反射帯を⾒出し、関東直下ではプレート境界のス
ロースリップの発⽣に伴う流体放出を明らかにした。また、紀伊半島直下におけるプレート内地震とス
ロー地震活動、及び紀伊半島沖のスロー地震とプレート境界構造の時空間変化より、流体が関与する可
能性を⾒出した。さらに、電磁気学的調査の結果、豊後⽔道のスロー地震発⽣域では間隙流体を⽰唆す
る低⽐抵抗体が存在する可能性を⾒出したとともに、時空間変化する場合でも検出可能である可能性が
⽰された。
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（４）研究項⽬ B02：地質
スロー地震の地質学的描像を導き出すとともに、低速変形時の摩擦・⽔理特性を明らかにすることを⽬
的に、（A）スロー地震発⽣深度で形成された付加体・変成岩の地質調査・試料分析、（B）地質・模擬試
料を⽤いた摩擦・透⽔実験を実施した。その結果、浅部スロー地震と微動を説明しうる破壊と変形、浅
部スロー地震と深部スロー地震発⽣を説明しうる摩擦特性や変形挙動が明らかになり、スロー地震の実
像と発⽣メカニズムに関する理解が⼤きく進展した。

浅部スロー地震の地質学的描像としては、メランジュに伴う破砕と延性変形が静岩圧に近い間隙⽔圧
下で起こることを⽰した。深部スロー地震については、メランジュ内に濃集するクラックシール⽯英脈
が、静岩圧に近い間隙⽔圧のもとで数年以内の間隔で低⾓逆断層すべりが発⽣したことを記録している
ことを⾒出し、これが A01 班で観測された ETS 中の微動に対応する可能性を⽰した。さらに A02 班と
の融合研究により、クラックシール⽯英脈が過去のスロー地震発⽣履歴を記録している可能性を明らか
にした。また、このクラックシール⽯英脈を齎す流体は蛇紋岩化したマントル起源であり、この深部か
らの流体流⼊が微動を引き起こす可能性を⽰した。

スロー地震の発⽣メカニズムについては、浅部スロー地震の摩擦挙動が⽞武岩ブロックにおける速度
弱化と泥質マトリクスにおける速度強化のコンビネーションであることを⽰した。深部スロー地震につ
いては、前弧マントルウェッジ条件下でアンチゴライトが準脆性変形を⽰し、また⽯英の粒間に存在す
る⽔が断層強度を低下させ、延性変形と⽔を含むクラック形成を齎すことを明らかにした。つまり、含
⽔量の違いが断層運動の多様性やカップリングに⼤きく影響する可能性があることを⽰した。

（５）研究項⽬ C01：地球科学的モデル構築
本計画研究は地球科学的モデル化を通じたスロー地震の発⽣原理解明を⽬指し、(A)スロー地震諸現象
の時間空間的な関連性の解明、(B)現実的プレート運動システムにおけるモデル化、(C)巨⼤地震を含む
プレート運動システムの予測可能性の検討、について研究を⾏った。毎年 C01 独⾃の研究集会を⾏い、
議論を活発に⾏った。また領域のスロー地震カタログ作成にも貢献した。
(A)ではスロー地震の広帯域性を明らかにし、現象間の関連性理解に貢献した。(B)では熱や⽔、複数断
層などを取り⼊れた様々なモデルを開発した。(C)では特に実験研究が進展し、震源核の成⻑を把握す
るという成果を得た。また機械学習による予測可能性という、新たな研究の⽅向性についての⼿がかり
も得た。これらの研究は 117 編の論⽂として学術誌に公表されている。

紀伊半島沖の浅部スロー地震及び⻄南⽇本の深部スロー地震が、超低周波地震や微動を含む 100 秒か
ら数 Hz まで連続的なシグナルを放射していることを明らかにし、この性質は超広帯域ブラウン運動ス
ロー地震モデルで説明可能であること、つまり、スロー地震は超広帯域現象であることを世界で初めて
明らかにした。
現実的摩擦則を⽤いたモデル計算によってスロー地震の理解を進め、単純な線断層モデルだけでスロー
地震の多様な振る舞いを説明すること、⼀枚⾯ではない断層では摩擦パラメータが⼀様でも複雑なスロ
ースリップを⽣じ得ることを明らかにした。

環太平洋の沈み込み帯の数か所において温度構造モデリングを実施し、海洋プレートの年齢や脱⽔勾
配の値によってスロー地震の発⽣位置が変化することを明らかにした。また、地表付近の⽔の荷重変化
が地震活動や微動のサイズ頻度分布をコントロールする可能性を指摘した。

メートル規模の岩⽯試料を⽤いた摩擦実験を実施し、プレスリップの 2 次元的な成⻑を観察すること
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に成功し、載荷速度が増すと震源核形成が起きないこと、断層⾯の不均質性が増すとプレスリップが始
まる位置の予測が困難になること、極めて不均質な場合には前震の cascade-up から本震が発⽣するこ
となど多くの知⾒を得た。

（６）研究項⽬ C02：⾮平衡物理学
スロー地震は、沈み込み帯という複雑で不均質な⾮平衡環境下で発⽣する。そこで本計画研究では、項
⽬ B01 や B02 で解明した地質学的不均質構造に基づいて、「不均質な場が⽣み出す滑り現象の多様性」
という物理的な観点からスロー地震の理解を⽬指した。その際、地質学的不均質性が⽣み出す現象をよ
り普遍的な形で理解するため、「観測された不均質構造」のみならず「存在可能性のある不均質構造」に
まで検討対象を広げ、不均質性に起因する多様な滑り様式をより⼀般的に理解することを⽬的とした。 
研究期間中は、不均質構造を系統的に制御できるアナログ実験と数理モデルを⽤いて、様々な不均質構
造における滑りの時空発展様式を整理することで、遅い滑りが加速し速い滑りへと遷移する現象の再現
や、遅い滑りと速い滑りを分ける定量的条件を解明できた。例えば、地質学的観察結果に基づいて、延
性的な粘弾性中に脆性的な粉粒体を混⼊したアナログ試料変形実験を実施した。実験では露頭で⾒られ
る流動・破壊パターンの再現に成功し、スロー地震に関する地質学的シナリオを⼒学的観点から裏付け
た。地質学的凸凹構造をモデル化したシミュレーションでは、移動や巨⼤地震に対する先⾏などのスロ
ー地震の特徴の再現に成功した。摩擦強度の不均質性を制御した⾼分⼦ゲル摩擦実験により、通常の地
震とスロー地震との動的性質の差異を⽣じるメカニズムを解明した。
数理モデル化を通じてより⼀般的な理解も深まった。例えば、⼀様な系で⾃発的に出現する遅い滑りの
モデル化と観測との⽐較により、スロー地震には地質学的不均質性が不可⽋であることを⽰すこともで
きた。また、断層の滑りが⽣態系の個体数変動と共通の枠組で理解できることも⽰した。複雑ネットワ
ーク分野の概念を⽤いた新しい時系列解析⼿法により、通常の地震もスロー地震もマグニチュード時系
列に相関があることが分かった。
これらの理解を応⽤して、⽊材接合部や靴底など不均質材料の設計にもスロー地震研究の知⾒が⽣かせ
ることが分かった。以上の点を鑑みれば、当初計画以上の結果を得たと⾔える。

（７）研究項⽬ X00, Y00：総括班および国際活動⽀援班
国際活動⽀援班で、毎年多数の海外研究者を招聘して年次国際研究集会を開催し、また領域採択期間

中 2 回、ニュージーランドとチリで海外押しかけワークショップを開催し多くの領域関係者を派遣する
など、国際交流ならびに国際共同研究の基礎を確⽴した。また、若⼿研究者の海外派遣を積極的に実施
し、10 名に対し総計で 318 ⼈⽇に及ぶ在外研究⽀援を⾏った。
総括班は、領域のすべての研究活動を円滑に進⾏するよう常に⽀えてきたとともに、特筆すべきことと
して、領域内外で構築された様々なスロー地震のカタログを共通フォーマットで利⽤可能なスロー地震
データベースを英語で作成した。これにより、様々なスロー地震の⽐較が容易となり、国際的にも利⽤
されるようになり、スロー地震研究の国際的な発展に⼤きく貢献した。

11



研究組織

総括班
国際活動⽀援班

研究代表者 ⼩原 ⼀成 東京⼤学 地震研究所・教授
廣瀬 仁 神⼾⼤学 都市安全研究センター・准教授
望⽉ 公廣 東京⼤学 地震研究所・教授
⽒家 恒太郎 筑波⼤学 ⽣命環境系・准教授
井出 哲 東京⼤学 ⼤学院理学系研究科・教授
波多野 恭弘 ⼤阪⼤学 理学研究科・教授
宮崎 真⼀ 京都⼤学 ⼤学院理学研究科
⽥中 愛幸 東京⼤学 ⼤学院理学系研究科
鶴岡 弘 東京⼤学 地震研究所
⽵尾 明⼦ 東京⼤学 地震研究所
伊藤 喜宏 京都⼤学 防災研究所
⼩平 秀⼀ 海洋研究開発機構 地震津波海域観測研究開発センター
⽇野 亮太 東北⼤学 ⼤学院理学研究科
佐⽵ 健治 東京⼤学 地震研究所
⽊村 学 海洋研究開発機構 海域地震⽕⼭部⾨

計画研究

研究代表者 ⼩原 ⼀成 東京⼤学 地震研究所・教授
篠原 雅尚 東京⼤学 地震研究所・教授
⼭下 裕亮 京都⼤学 防災研究所・助教
浅野 陽⼀ 防災科学技術研究所 地震津波防災研究部⾨・主任研究員
中村 衛 琉球⼤学 理学部・教授
⽥中 佐千⼦ 防災科学技術研究所 地震津波防災研究部⾨・主任研究員
宮澤 理稔 京都⼤学 防災研究所・准教授
内⽥ 直希 東北⼤学 ⼤学院理学研究科・准教授
杉岡 裕⼦ 神⼾⼤学 ⼤学院理学研究科
鶴岡 弘 東京⼤学 地震研究所
加藤 愛太郎 東京⼤学 地震研究所
⽵尾 明⼦ 東京⼤学 地震研究所
須⽥ 直樹 広島⼤学 ⼤学院理学研究科
⼤久保 慎⼈ ⾼知⼤学 教育研究部 ⾃然科学系 理学部⾨
蔵下 英司 東京⼤学 地震研究所
⽯瀬 素⼦ 東京⼤学 地震研究所
加納 将⾏ 東北⼤学 ⼤学院理学研究科
⽥中 優作 名古屋⼤学 ⼤学院環境学研究科
藤⽥ 航平 東京⼤学 地震研究所

研究分担者

X00「スロー地震学」（課題番号 JP16H06472）
Y00「スロー地震学の国際展開」（課題番号 JP16K21728）

A01 地震観測班（課題番号 JP16H06473）
海陸機動的観測に基づくスロー地震発⽣様式の解明

研究分担者

研究協⼒者

研究協⼒者
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研究代表者 廣瀬 仁 神⼾⼤学 都市安全研究センター・准教授
宮崎 真⼀ 京都⼤学 ⼤学院理学研究科・教授
松島 健 九州⼤学 ⼤学院理学研究院・教授
⽥部井 隆雄 ⾼知⼤学 教育研究部 ⾃然科学系 理学部⾨・教授
⼭崎 健⼀ 京都⼤学 防災研究所・助教
⾼⽊ 涼太 東北⼤学 ⼤学院理学研究科・助教
⽥中 愛幸 東京⼤学 ⼤学院理学系研究科・准教授
⽊村 武志 防災科学技術研究所 地震津波防災研究部⾨・主任研究員
板場 智史 産業技術総合研究所 活断層・⽕⼭研究部⾨・主任研究員
⻄村 卓也 京都⼤学 防災研究所
太⽥ 雄策 東北⼤学 ⼤学院理学研究科
⽮来 博司 国⼟地理院 地理地殻活動研究センター
今⻄ 祐⼀ 東京⼤学 地震研究所
名和 ⼀成 産業技術総合研究所 地質情報研究部⾨
⼩河 勉 東京⼤学 地震研究所
加納 将⾏ 東北⼤学 ⼤学院理学研究科
中⽥ 令⼦ 東北⼤学 ⼤学院理学研究科
⼤園 真⼦ 東京⼤学 地震研究所/北海道⼤学 ⼤学院理学研究院
飯沼 卓史 海洋研究開発機構 海域地震⽕⼭部⾨ 地震津波予測研究開発センター
⽊下 陽平 筑波⼤学 ⼤学院システム情報⼯学研究科
伊東 優治 東京⼤学 地震研究所

研究代表者 望⽉ 公廣 東京⼤学 地震研究所・教授
上嶋 誠 東京⼤学 地震研究所・教授
市原 寛 名古屋⼤学 環境学研究科・講師
三浦 誠⼀ 海洋研究開発機構 海域地震⽕⼭部⾨・調査役
蔵下 英司 東京⼤学 地震研究所・准教授
汐⾒ 勝彦 防災科学技術研究所 地震津波防災研究部⾨・総括主任研究員
中島 淳⼀ 東京⼯業⼤学 理学院・教授
飯⾼ 隆 東京⼤学 地震研究所
吉村 令慧 京都⼤学 防災研究所
相澤 広記 九州⼤学 ⼤学院理学研究院
後藤 忠徳 兵庫県⽴⼤学 ⼤学院⽣命理学研究科
多⽥ 訓⼦ 海洋研究開発機構 海域地震⽕⼭部⾨
松野 哲男 神⼾⼤学 海洋底探査センター
北 佐枝⼦ 建築研究所 国際地震⼯学センター
⽯瀬 素⼦ 東京⼤学 地震研究所
悪原 岳 東京⼤学 地震研究所
塩崎 ⼀郎 ⿃取⼤学 ⼯学研究科
⼩川 康雄 東京⼯業⼤学 理学院

研究分担者

研究分担者

研究協⼒者

研究協⼒者

A02 測地観測班（課題番号 JP16H06474）
測地観測によるスロー地震の物理像の解明

B01 地球物理学的構造調査班（課題番号 JP16H06475）
スロー地震発⽣領域周辺の地震学的・電磁気学的構造の解明
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研究代表者 ⽒家 恒太郎 筑波⼤学 ⽣命環境系・准教授
⽚⼭ 郁夫 広島⼤学 ⼤学院理学研究科・教授
森 康 北九州市⽴⾃然史・歴史博物館 ⾃然史課・学芸員
ウォリス サイモン 東京⼤学 理学系研究科・教授
橋本 善孝 ⾼知⼤学 教育研究部 ⾃然科学系 理学部⾨・教授
⾕川 亘 海洋研究開発機構 ⾼知コア研究所・主任研究員
堤 昭⼈ 京都⼤学 ⼤学院理学研究科・准教授
廣瀬 丈洋 海洋研究開発機構 ⾼知コア研究所
⾦川 久⼀ 千葉⼤学 ⼤学院理学研究科
⼭⽥ 泰広 海洋研究開発機構 海洋掘削科学研究開発センター
最⾸ 花恵 産業技術総合研究所 再⽣可能エネルギー研究センター
濱⽥ 洋平 海洋研究開発機構 ⾼知コア研究所
⼭⼝ ⾶⿃ 東京⼤学 ⼤気海洋研究所
⼤坪 誠 産業技術総合研究所 地質調査総合センター
⻄⼭ 直毅 筑波⼤学 ⽣命環境系
太⽥ 和晃 京都⼤学 防災研究所
伊藤 喜宏 京都⼤学 防災研究所
浅⽥ 美穂 産業技術総合研究所 地質総合調査センター

研究代表者 井出 哲 東京⼤学 ⼤学院理学系研究科・教授
松澤 孝紀 防災科学技術研究所 地震津波防災研究部⾨・主任研究員
三井 雄太 静岡⼤学 理学部・准教授
福⼭ 英⼀ 京都⼤学 ⼤学院⼯学研究科・教授
有吉 慶介 海洋研究開発機構 海域地震⽕⼭部⾨ 地震津波予測研究開発センター・主任研究員

吉岡 祥⼀ 神⼾⼤学 都市安全研究センター/理学研究科・教授
中野 優 海洋研究開発機構 地震津波海域観測研究開発センター・主任研究員
⼭下 太 防災科学技術研究所 地震津波防災研究部⾨・主任研究員
⼋⽊ 勇治 筑波⼤学 ⽣命環境系
安藤 亮輔 東京⼤学 ⼤学院理学系研究科
芝崎 ⽂⼀郎 建築研究所 国際地震⼯学センター
堀 ⾼峰 海洋研究開発機構 海域地震⽕⼭部⾨ 地震津波海域観測研究開発センター
⿇⽣ 尚⽂ 東京⼯業⼤学 理学院
⽮部 優 産業技術総合研究所 地質調査総合センター
市村 強 東京⼤学 地震研究所
⻄川 友章 京都⼤学 防災研究所
縣 亮⼀郎 海洋研究開発機構 海域地震⽕⼭部⾨ 地震津波海域観測研究開発センター
藤 亜希⼦ 東京⼤学 ⼤学院理学系研究科
森重 学 東京⼤学 地震研究所
末永 伸明 神⼾⼤学 都市安全研究センター/理学研究科

研究協⼒者

研究協⼒者

B02 地質班（課題番号 JP16H06476）
スロー地震の地質学的描像と摩擦・⽔理特性の解明

C01 地球科学モデル班（課題番号 JP16H06477）
低速変形から⾼速すべりまでの地球科学的モデル構築

研究分担者

研究分担者
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研究代表者 波多野 恭弘 ⼤阪⼤学 理学研究科・教授
⼭⼝ 哲⽣ 東京⼤学 ⼤学院農学⽣命科学研究科・准教授
住野 豊 東京理科⼤学 理学部第⼀部・准教授
鈴⽊ 岳⼈ ⻘⼭学院⼤学 理⼯学部・助教
⼤槻 道夫 ⼤阪⼤学 基礎⼯学研究科
吉野 元 ⼤阪⼤学 サイバーメディアセンター
桂⽊ 洋光 ⼤阪⼤学 理学研究科
⾼⽥ 智史 東京農⼯⼤学 ⼯学研究院
瀬⼾ 亮平 広州⼤学 中国
堀 ⾼峰 海洋研究開発機構 地震津波海域観測研究開発センター
新⼭ 友暁 ⾦沢⼤学 ⾃然科学研究科
⽯井 明男 ⼤阪⼤学 基礎⼯学研究科
隅⽥ 育郎 ⾦沢⼤学 ⾃然科学研究科
松川 宏 ⻘⼭学院⼤学 理⼯学部
Sumanta Kundu University of Padua, Italy
Anca Opris 海洋研究開発機構 地震津波海域観測研究開発センター

研究協⼒者

C02 物理班（課題番号 JP16H06478）
⾮平衡物理学に基づくスロー地震と通常の地震の統⼀的理解

研究分担者
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公募研究
平成29年度〜平成30年度

研究代表者 ⽵尾 明⼦ 東京⼤学・地震研究所

研究代表者 太⽥ 雄策 東北⼤学・⼤学院理学研究科

研究代表者 ⼤園 真⼦ 北海道⼤学・⼤学院理学研究院・地震⽕⼭研究観測センター

研究代表者 ⻄村 卓也 京都⼤学・防災研究所

研究代表者 飯沼 卓史 海洋研究開発機構・地震津波海域観測研究開発センター

研究代表者 ⼩川 康雄 東京⼯業⼤学・理学院⽕⼭流体研究センター

研究代表者 ⾦川 久⼀ 千葉⼤学・理学研究院

研究代表者 岡崎 啓史 海洋研究開発機構・⾼知コア研究所

研究代表者 森重 学 海洋研究開発機構・数理科学・先端技術研究分野

研究代表者 隅⽥ 育郎 ⾦沢⼤学・理⼯研究域

研究代表者 ⼤槻 道夫 島根⼤学・総合理⼯学研究科

研究代表者 松川 宏 ⻘⼭学院⼤学・理⼯学部

B02 沈み込み帯地震発⽣域上限付近の多様な断層運動に関する実験的研究（課題番号 17H05413）

A01 発⽣間隔及び振幅分布に基づくスロー地震数理モデル構築（課題番号 17H05414）

A02 海底⽔圧連続観測に基づく2011年東北沖地震震源域のスロースリップイベント活動
       （課題番号 17H05411）

B02 岩⽯変形実験から考察する珪質泥岩の続成作⽤と超低周波地震発⽣域との関連
       （課題番号 17H05423）

C01 沈み込む堆積物における間隙流体圧の時空間変化の解明（課題番号 17H05419）

C02 スロー地震に伴う微動を実験室で聴く（課題番号 17H05417）

C02 多時間スケールの競合する⾮線形応答：雪崩的な崩壊現象（課題番号 17H05420）

C02 スロー地震および通常の地震と滑り摩擦、地震モデルとの関係の理論的数値的研究
       （課題番号 17H05421）

A02 群発地震に伴う内陸スロー地震の検出（課題番号 17H05410）

A02 GNSSデータを⽤いたSSEのグローバル探索（課題番号 17H05418）

A02 ⻄南⽇本の海陸地殻変動場の空間勾配解析に基づくプレート間固着の時空間変化の検出
  （課題番号 17H05422）

B01 プレート間カップリングと流体の3次元分布の解明ーヒクランギ沈み込み帯での検証
       （課題番号 17H05416）
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令和元年度〜令和2年度

研究代表者 武村 俊介 東京⼤学・地震研究所

研究代表者 ⿇⽣ 尚⽂  東京⼯業⼤学

研究代表者 加納 将⾏ 東北⼤学・理学系

研究代表者 北 佐枝⼦ 国⽴研究開発法⼈建築研究所

研究代表者 利根川 貴志 海洋研究開発機構

研究代表者 新井 隆太 海洋研究開発機構

研究代表者 ⾼橋 美紀 産業技術総合研究所

研究代表者 平内 健⼀ 静岡⼤学・理学部

研究代表者 ⼭⼝ ⾶⿃ 東京⼤学・⼤気海洋研究所

研究代表者 岡崎 啓史 海洋研究開発機構

研究代表者 安藤 亮輔 東京⼤学・理学系

研究代表者 縣 亮⼀郎 海洋研究開発機構

研究代表者 並⽊ 敦⼦ 広島⼤学・総合科学研究科

C02 粘弾性体中で起き得る地震の最⼤サイズの実測と地震波形の観察：モデル実験と理論
       （課題番号 19H04625）

A01 ３次元不均質構造を考慮した南海トラフの浅部超低周波地震の活動様式の網羅的把握
       （課題番号 19H04626）

A02, A01, B02 微動カタログ・ＧＮＳＳデータ・地質調査に基づく⻄南⽇本のスロー地震発⽣場の解明
（課題番号 19H04620）

B01 スラブ内地震とゆっくりすべりとの関係（課題番号 19H04627）

B01 稠密構造探査によるプレート境界浅部の断層構造・流体分布とスロー地震活動の関係解明
  （課題番号 19H04629）

B02 マントルウェッジ蛇紋岩の準脆性流動と深部スロー地震の関連性（課題番号19H04624）

B01 浅部スロー地震に伴う流体挙動の解明（課題番号 19H04632）

C01 媒質の三次元不均質性を考慮した数値的にロバストな⻑期的ＳＳＥデータ同化
       （課題番号 19H04631）

B02 深部スロー地震発⽣域原位置温度圧⼒間隙⽔圧を再現する岩⽯変形実験への挑戦
       （課題番号 19H04630）

B02 深部スロー地震域の⽯英脈形成過程の解明（課題番号 19H04621）

C01 スロー地震の⼀般的な物理モデル構築と露頭からの地質学的制約（課題番号 19H04622）

A01 観測と解析から探る⽕⼭型スロー地震（課題番号 19H04623）

B02 塑性変形からの断層の⾃発的不安定化に関する実験的研究（課題番号 19H04628）
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交付決定額 
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交付決定額（配分額）

領域全体
直接経費 間接経費 合計

平成28年度 224,700,000 67,410,000 292,110,000
平成29年度 213,900,000 64,170,000 278,070,000
平成30年度 213,900,000 64,170,000 278,070,000
令和元年度 206,100,000 61,830,000 267,930,000
令和2年度 212,200,000 63,660,000 275,860,000
総計 1,070,800,000 321,240,000 1,392,040,000

X00総括班
直接経費 間接経費 合計

平成28年度 7,500,000 2,250,000 9,750,000
平成29年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000
平成30年度 6,700,000 2,010,000 8,710,000
令和元年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000
令和2年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000
総計 35,000,000 10,500,000 45,500,000

Y00国際活動⽀援班
直接経費 間接経費 合計

平成28年度 4,000,000 1,200,000 5,200,000
平成29年度 7,100,000 2,130,000 9,230,000
平成30年度 9,600,000 2,880,000 12,480,000
令和元年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000
令和2年度 10,100,000 3,030,000 13,130,000
総計 38,100,000 11,430,000 49,530,000

X00成果取りまとめ
直接経費 間接経費 合計

令和3年度 3,000,000 900,000 3,900,000

19



計画班
A01 海陸機動的観測に基づくスロー地震発⽣様式の解明

直接経費 間接経費 合計
平成28年度 64,800,000 19,440,000 84,240,000
平成29年度 29,300,000 8,790,000 38,090,000
平成30年度 45,800,000 13,740,000 59,540,000
令和元年度 37,300,000 11,190,000 48,490,000
令和2年度 30,500,000 9,150,000 39,650,000
合計 207,700,000 62,310,000 270,010,000

A02 測地観測によるスロー地震の物理像の解明
直接経費 間接経費 合計

平成28年度 47,100,000 14,130,000 61,230,000
平成29年度 50,300,000 15,090,000 65,390,000
平成30年度 71,500,000 21,450,000 92,950,000
令和元年度 9,500,000 2,850,000 12,350,000
令和2年度 10,800,000 3,240,000 14,040,000
合計 189,200,000 56,760,000 245,960,000

B01 スロー地震発⽣領域周辺の地震学的・電磁気的構造の解明
直接経費 間接経費 合計

平成28年度 224,700 67,410 292,110
平成29年度 213,900 64,170 278,070
平成30年度 213,900 64,170 278,070
令和元年度 206,100 61,830 267,930
令和2年度 212,200 63,660 275,860
合計 1,070,800 321,240 1,392,040

B02 スロー地震の地質的描像と摩擦・⽔理特性の解明
直接経費 間接経費 合計

平成28年度 31,200,000 9,360,000 40,560,000
平成29年度 48,100,000 14,430,000 62,530,000
平成30年度 25,800,000 7,740,000 33,540,000
令和元年度 19,800,000 5,940,000 25,740,000
令和2年度 21,200,000 6,360,000 27,560,000
合計 146,100,000 43,830,000 189,930,000
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C01 低速変形から⾼速すべりまでの地球科学的モデル構築
直接経費 間接経費 合計

平成28年度 18,300,000 5,490,000 23,790,000
平成29年度 22,600,000 6,780,000 29,380,000
平成30年度 18,200,000 5,460,000 23,660,000
令和元年度 20,800,000 6,240,000 27,040,000
令和2年度 21,900,000 6,570,000 28,470,000
合計 101,800,000 30,540,000 132,340,000

C02 ⾮平衡物理学に基づくスロー地震と通常の地震の統⼀的理解
直接経費 間接経費 合計

平成28年度 18,400,000 5,520,000 23,920,000
平成29年度 12,700,000 3,810,000 16,510,000
平成30年度 12,200,000 3,660,000 15,860,000
令和元年度 14,000,000 4,200,000 18,200,000
令和2年度 15,300,000 4,590,000 19,890,000
合計 72,600,000 21,780,000 94,380,000

公募班
前期公募班（平成29年度〜平成30年度 全12件）

直接経費 間接経費 合計
平成29年度 15,000,000 4,500,000 19,500,000
平成30年度 15,000,000 4,500,000 19,500,000

合計 30,000,000 9,000,000 39,000,000

後期公募班（令和元年度〜令和2年度 全13件）
直接経費 間接経費 合計

令和元年度 15,000,000 4,500,000 19,500,000
令和2年度 15,000,000 4,500,000 19,500,000

合計 30,000,000 9,000,000 39,000,000
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活動報告 
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4. 1. 研究集会

2016年9⽉13〜15⽇ Joint Workshop on Slow Earthquakes 2016
東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2017年9⽉19〜21⽇ Joint Workshop on Slow Earthquakes 2017
ホテルマイステイズ松⼭
（愛媛県松⼭市）

2018年9⽉21〜23⽇ International Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018
アクロス福岡
（福岡県福岡市）

2019年9⽉21〜23⽇ International Joint Workshop on Slow Earthquakes 2019
東北⼤学
（宮城県仙台市）

2020年9⽉16〜17⽇ Slow Earthquakes WS 2020 Virtual オンライン
2021年9⽉14〜16⽇ International Joint Workshop on Slow Earthquakes 2021 オンライン

4. 2. カフェ・セミナー

2017年3⽉30⽇
スロー地震の理解のために統計物理は何ができるか？
話者：波多野 恭弘   (東⼤地震研)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2017年6⽉15⽇
様々なスロー地震間の時空間的関係〜東北沖と⽇向灘での
事例
話者：内⽥ 直希   (東北⼤)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2017年7⽉20⽇

Dynamic Triggering of Tectonic Tremor : What are the
similarities and differences between triggered and
ambient tremor?
話者：Kevin Chao   (Northwestern Univ.)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2017年7⽉29⽇
The Spectrum of Fault Slip Behaviors and The Mechanics
of Slow Earthquakes : A View From The Laboratory
話者：Chris Marone (Pennsylvania State Univ.)

神⼾⼤
(兵庫県神⼾市)

2017年9⽉8⽇
固体地球科学のための超並列⾼速有限要素法の開発〜ス
ロー地震学への適⽤を⽬指して〜
話者：市村 強  (東⼤地震研)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2017年11⽉9⽇
地震・スロー地震の単純モデル実験系作成に向けて〜バネ
ブロックモデル縮約を導⼊として
話者：住野 豊 (東京理科⼤)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年1⽉12⽇
スパースモデリングで得られた豊後⽔道⻑期的スロース
リップの空間分布
話者：中⽥ 令⼦  (海洋研究開発機構)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年2⽉21⽇

An automated multi-scale network-based scheme for
detection and location of seismic sources
話者：Natalia Poiata (IPGP、ルーマニア国⽴地球物理研究
所)

東北⼤学
 (宮城県仙台市)

2018年3⽉13⽇

An automated multi-scale network-based scheme for
detection and location of seismic sources
話者：Natalia Poiata (IPGP、ルーマニア国⽴地球物理研究
所)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年3⽉14⽇
沈み込み帯での巨⼤地震とゆっくり地震発⽣過程の理解と
予測のためのHPCの活⽤：現状と展望
話者：堀 ⾼峰 (海洋研究開発機構)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年5⽉31⽇

Climate modulated water storage, the deformation, and
California earthquakes
話者：Christopher Johnson (SCRIPPS, University of
California San Diego)

海洋研究開発機構
  (神奈川県横浜市)
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2018年6⽉1⽇

Fluid Fluxes from Dehydrating Serpentinized Forearc
Mantle: Possible Roles in Non-Volcanic Tremor and
Related Phenomena
話者：Stephen Kirby (Scientist Emeritus and Senior
Scientist, U.S. Geological Survey)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年9⽉18⽇

Slow-slips and tectonic tremors diversity in subduction
zones
話者：Vlad C. Manea  (Computational Geodynamics
Laboratory, Geosciences Centre, National Autonomous
University of Mexico)

神⼾⼤
 (兵庫県神⼾市)

2018年9⽉18⽇
Imaging Northern Cascadia slow slip on scales from
seconds to weeks and 100 m to 300 km
話者：Ken Creager (University of Washington)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年9⽉20⽇
Evolution of roughness during dry sliding: insights from
atomistic and mesocale models
話者：Jean-Francois Molinari (EPFL, Switzerland)

九州⼤学
 (福岡県福岡市)

2018年9⽉24⽇
Experimental constrains on in-situ stress and strength in
the Nankai accretionary prism
話者：北島 弘⼦ (Texas A&M University)

広島⼤
 (広島県東広島市)

2018年9⽉25⽇
Mechanics of slow slip events in Cascadia and New
Zealand
話者：Noel Bartlow (University of California, Berkeley)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年9⽉26⽇

Earthquake swarms in high definition: migrating
seismicity and fluid-faulting interactions beneath Long
Valley Caldera, California
話者：David Shelly (U.S. Geological Survey)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年9⽉26⽇
Recent Cascadia work, related to a volcano project
話者：Geoffrey Abers (Cornell University)

防災科学技術研究所
  (茨城県つくば市)

2018年10⽉1⽇
Evolution of stress and strength through slow slip and
tremor cycles
話者：Heidi Houston (University of Southern California)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年10⽉29⽇

The Life and Death of Frictional Melts  (Earthquakes)   in
the Rock Record: Implications for the Short- and Long-
Term Strength of Faults
話者：Noah Phillips (McGill University)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2019年5⽉21⽇
Exploring tectonic processes beneath the oceans using
new seafloor observations
話者：Joan Gomberg (U.S. Geological Survey)

海洋研究開発機構
  (神奈川県横浜市)

2019年6⽉3⽇

(Part1)  Seismologic estimates of energy flow during
dynamic rupture: Benefits of laboratory settings to
understand up-scaling processes
  (Part2)  Worn fault surfaces and foreshocks: Modelling
observed precursory seismicity in the laboratory with rate
and state friction
話者：Paul Selvadurai (ETH Zurich)

⼤阪⼤学
 (⼤阪府豊中市)
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2019年9⽉25⽇

Modeling earthquake cycles in complex fault zones using
a hybrid finite element -Spectral Boundary Integral
Approach: From slow to fast and back again!  (Extended
version)
話者：Ahmed Elbanna  (University of Illinois at Urbana-
Champaign)

Analytical solution of dynamic self-similar crack growth
under distance-weakening friction
話者：Shiro Hirano (Ritsumeikan University)

Very small repeating earthquakes on a geological fault at
1-km depth in a gold mine in South Africa
話者：Makoto Naoi (Kyoto University)

Quantifying statistical characteristics of earthquakes
using complex network analysis
話者：Sumanta Kundu (Osaka University)

⼤阪⼤学
 (⼤阪府豊中市)

4. 3. 各班セミナー

2016年12⽉26〜27⽇ C02班第2回集会
京都⼤学防災研究所
 (京都府宇治市)

2017年1⽉13⽇ 観測半集会
東京⼤学地震研究所
  (東京都⽂京区)

2017年2⽉21〜22⽇ C01/C02合同研究会 九州⼤学 (福岡県福岡市) 

2017年7⽉20⽇ C02物理班交流セミナー
東京⼤学地震研究所
  (東京都⽂京区)

2017年7⽉28⽇ C02物理班交流セミナー
東京⼤学地震研究所
  (東京都⽂京区)

2017年10⽉12⽇ 物理班交流セミナー
東京⼤学地震研究所
  (東京都⽂京区)

2017年10⽉17⽇ スロー地震カタログ集会
東京⼤学地震研究所
  (東京都⽂京区)

2018年3⽉7〜8⽇ C01班研究集会 静岡⼤学 (静岡県静岡市) 
2018年3⽉15〜16⽇ C02班研究会 神⼾⼤学 (兵庫県神⼾市) 

2018年7⽉30⽇ 観測班集会
東京⼤学地震研究所
  (東京都⽂京区)

2019年3⽉4〜5⽇ C01班研究集会
筑波⼤学
 (茨城県つくば市)

2019年6⽉6〜7⽇
Workshop on rock friction, non-linear physics and slow
earthquakes

九州⼤学  (福岡県福岡市) 

2019年6⽉21⽇ 物理班セミナー＠阪⼤ ⼤阪⼤学  (⼤阪府豊中市) 
2019年9⽉13⽇ 物理班交流セミナー ⼤阪⼤学  (⼤阪府豊中市) 
2020年4⽉14⽇ C01班オンライン研究集会 オンライン
2020年5⽉25⽇ オンライン研究会#1：アナログ実験の魅⼒と意義 (仮) オンライン
2020年6⽉16⽇ A01・A02合同オンライン研究集会 (その１) オンライン
2020年6⽉23⽇ A01・A02合同オンライン研究集会 (その２) オンライン
2020年6⽉26⽇ C02班バーチャルラボツアー オンライン
2020年6⽉30⽇ A01・A02合同オンライン研究集会 (その３) オンライン
2020年7⽉28⽇ B01オンライン研究集会 (その１) オンライン
2020年8⽉4⽇ B01オンライン研究集会 (その２) オンライン
2021年3⽉31⽇ C01オンライン研究集会 オンライン
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4. 4. 押しかけワークショップ
2018年2⽉26〜29⽇ ビクトリア⼤学ウェリントン校（ニュージーランド）
2019年10⽉28〜29⽇ チリ⼤学（チリ）

4. 5. 巡検
2016年11⽉11〜13⽇ キックオフ巡検 徳島県牟岐町、美波町
2017年7⽉8〜9⽇ 沖縄巡検 沖縄本島
2017年9⽉22〜23⽇ 三波川巡検 ⾼知県⻑岡郡、愛媛県新居浜市
2018年2⽉28⽇ ウェリントン断層 ウェリントン、ニュージーランド
2018年2⽉28⽇〜3⽉1⽇ カイコウラ地震の断層周辺 カイコウラ、ニュージーランド
2018年9⽉24〜25⽇ ⻑崎巡検 ⻑崎県⻑崎市北⻄部
2018年10⽉31⽇〜11⽉1⽇ Valdivia バルディビア、チリ

4. 6. ⼀般向け講演

2018年2⽉28⽇ ⼀般向け講演会
ビクトリア⼤学ウェリントン校
(ニュージーランド)

2018年3⽉1⽇ ⼀般向け講演会
ネイピア国⽴⽔族館
(ニュージーランド)

2018年3⽉25⽇

⽂部科学省科学研究費助成事業新学術領域研究「核−マン
トルの相互作⽤と共進化」ならびに「スロー地震学」共催
⼀般公開講演会
物理で明かす地球の深部、化学でひも解く地球の歴史、地
震で探る⽇本の地下

愛媛⼤学南加記念ホール
 (愛媛県松⼭市)

2018年10⽉19⽇
第79回 知の拠点セミナー
 (国⽴⼤学共同利⽤・共同研究拠点協議会)

東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年10⽉20⽇ 東京⼤学ホームカミングデイ
東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2018年12⽉4⽇ 中⾼⽣向け講演
東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2019年10⽉5⽇
国⽴⼤学付置研究所・センター会議 第1部会シンポジウム
「海が拓く新時代」

⾼知会館
 (⾼知県⾼知市)
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4. 7. 若⼿海外派遣

2017年3⽉4〜20⽇
広島⼤学⼤学院理学研究科
特任助教 北 佐枝⼦

University of California, Davis、
University of Washington（⽶国）

2017年7⽉12⽇〜9⽉13⽇
京都⼤学
博⼠課程1年  ⽚上 智史

Miami University、University of
California, Riverside（⽶国）

2017年8⽉9⽇〜9⽉8⽇
東京⼤学地震研究所
博⼠1年 栗原 亮

Georgia Institute of Technology
（⽶国）

2017年10⽉2〜6⽇
東京⼤学⼤学院理学系研究科
博⼠3年 佐藤 ⼤祐

"EARTHQUAKES: nucleation,
triggering, rupture, and
relationships to aseismic
processes"（フランス）

2017年10⽉2〜6⽇
東京⼤学地震研究所
修⼠1年 ⽦⽥ 朗

"EARTHQUAKES: nucleation,
triggering, rupture, and
relationships to aseismic
processes"（フランス）

2017年10⽉2〜6⽇
東京⼤学地震研究所
修⼠1年 ⾺場 慧

"EARTHQUAKES: nucleation,
triggering, rupture, and
relationships to aseismic
processes"（フランス）

2018年9⽉30⽇〜10⽉23⽇
京都⼤学⼤学院理学研究科
修⼠1年 井上 智裕

ヒクランギ沖、R.V. Tangaroa乗船
（ニュージーランド）

2019年2⽉21⽇〜3⽉22⽇
東京⼤学地震研究所
修⼠1年 ⾺場 慧

Institut de Physique du Globe de
Paris (フランス)

2019年3⽉4〜29⽇
東京⼤学地震研究所
修⼠2年 ⼩澤 創

Stanford University（⽶国）

2019年6⽉3〜20⽇
東北⼤学⼤学院理学研究科
博⼠課程1年 寒河江 皓⼤

University of California, Santa
Barbara（⽶国）

2019年8⽉21⽇〜9⽉14⽇
九州⼤学⼤学院⼯学府機械⼯学専攻
修⼠課程２年 福留 泰平

ETH Zurich（スイス）

2020年2⽉10⽇〜3⽉19⽇
神⼾⼤学⼤学院理学研究科
博⼠課程1年  佐藤 圭介

Bureau de Recherches Gé
ologiques et Minières（フラン
ス）

2019年8⽉15⽇〜2020年3
⽉15⽇

東京⼯業⼤学理学院地球惑星科学系
修⼠1年 ⼟⼭ 絢⼦

University of California, Berkley
（⽶国）

2021年9⽉27⽇〜10⽉1⽇
東京⼤学地震研究所
特任研究員 伊東 優治

EARTHQUAKES (3rd edition)
nucleation, triggering, rupture,
and relationships to aseismic
processes（フランス）

2021年9⽉27⽇〜10⽉1⽇
東京⼤学⼤気海洋研究所
博⼠2年 奥⽥ 花也

EARTHQUAKES (3rd edition)
nucleation, triggering, rupture,
and relationships to aseismic
processes（フランス）

2021年10⽉17⽇〜11⽉7⽇
東北⼤学⼤学院理学研究科
修⼠2年 鈴⽊ 琳⼤郎

University of California, Berkley、
California Institute of Technology
（⽶国）

4. 8. 若⼿の会

2019年7⽉18⽇ 若⼿異⽂化交流会
東京⼤学地震研究所
 (東京都⽂京区)

2020年1⽉30〜31⽇ 若⼿異分野交流会 静岡県熱海市
2020年8⽉19〜31⽇ スロー地震学若⼿の会2020夏プログラム オンライン
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研究業績 
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5. 1. 論⽂

2016 年
A01 班

 Annoura, S., K. Obara and T. Maeda (2016), Total energy of deep low-frequency tremor
in the Nankai subduction zone, southwest Japan, Geophys. Res. Lett., 43, 2562-2567,
doi:10.1002/2016GL067780.

 Burgmann, R., N. Uchida, Y. Hu, and T. Matsuzawa (2016), Tohoku rupture
reloaded?, Nature Geoscience, 9, 183-184.

 Hatakeyama, N., N. Uchida, T. Matsuzawa, T. Okada, J. Nakajima, T. Matsushima, T.
Kono, S. Hirahara, and T. Nakayama (2016), Variation in high-frequency wave radiation
from small repeating earthquakes as revealed by cross-spectral analysis, Geophys. J. Int., 
207(2), 1030-1048, doi: 10.1093/gji/ggw313.

 Hu, Y., R. Burgmann, N. Uchida, P. Banerjee, and J. T. Freymueller (2016), Stress-driven
relaxation of heterogeneous upper mantle and time-dependent afterslip following the 2011
Tohoku earthquake, J. Geophys. Res., 121, doi:10.1002/ 2015JB012508.

 Iinuma, T., R. Hino, N. Uchida, W. Nakamura, M. Kido, Y. Osada, and S. Miura (2016),
Seafloor observations indicate spatial separation of coseismic and postseismic slips in the
2011 Tohoku earthquake, Nature Communications, 7, doi:10.1038/ncomms13506.

 Kato, A., J. Fukuda, S. Nakagawa, and K. Obara (2016), Foreshock migration preceding
the 2016 Mw 7.0 Kumamoto earthquake, Japan, Geophys. Res. Lett., doi:
10.1002/2016GL070079.

 Kato, A., J. Fukuda, T. Kumazawa, and S. Nakagawa (2016), Accelerated nucleation of the
2014 Iquique, Chile Mw 8.2 Earthquake, Scientific Reports, 6, 24792, doi:
10.1038/srep24792.

 Kato, A., K. Nakamura, and Y. Hiyama (2016), The 2016 Kumamoto earthquake
sequence, Proc. Jpn. Acad. Ser. B, 92, 358-371, doi:10.2183/pjab.92.359.

 Nakamura, W., N. Uchida, and T. Matsuzawa (2016), Spatial distribution of the faulting
types of small earthquakes around the 2011 Tohoku-oki earthquake: A comprehensive
search using template events, J. Geophys. Res., 121, doi:10.1002/2015JB012584.

 Obara, K., and A. Kato (2016), Connecting slow earthquakes to huge
earthquakes, Science, 353(6296), 253‒257, doi:10.1126/science.aaf1512.

 Poiata, N., C. Satriano, J.-P. Vilotte, P. Bernard, and K. Obara (2016), Multiband array
detection and location of seismic sources recorded by dense seismic networks, Geophys J 
Int, 205, 1548‒1573, doi:10.1093/gji/ggw071.

 Uchida, N., S. Kirby, N. Umino, R. Hino, and T. Kazakami (2016), The great 1933
Sanriku-oki earthquake: reappraisal of the mainshock and its aftershocks and implications
for its tsunami using regional tsunami and seismic data, Geophys. J. Int., 206(3), 1619-
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1633.
 Uchida, N., T. Iinuma, R. M. Nadeau, R. Bürgmann, and R. Hino (2016), Periodic slow

slip triggers megathrust zone earthquakes in northeastern Japan, Science, 351(6272), 488-
492, doi:10.1126/science.aad3108.

 Uchida, N., Y. Asano, and A. Hasegawa (2016), Acceleration of regional plate subduction
beneath Kanto Japan, after the 2011 Tohoku-oki earthquake, Geophys. Res. Lett., 43,
9002-9008, doi:10.1002/2016GL070298.

 Wang, T., J. Zhuang, K. Obara, and H. Tsuruoka (2017), Hidden Markov modelling of
sparse time series from non-volcanic tremor observations, Journal of the Royal Statistical 
Society: Series C (Applied Statistics), 66, 691‒715, doi:10.1111/rssc.12194.

A02 班
 Hu, Y., R. Burgmann, P. Banerjee, L. Feng, E. M. Hill, T. Ito, T. Tabei, and K. Wang (2-

16), Asthenosphere rheology inferred from observations of the 2012 Indian Ocean
earthquake, Nature, 538, 368-372, doi:10.1038/nature19787.

 Ide, S., S. Yabe, and Y. Tanaka (2016), Earthquake potential revealed by tidal influence on
earthquake size-frequency statistics, Nature Geosci., 9(11), 834‒837,
doi:10.1038/ngeo2796.

 Ito T., E. Gunawan, F. Kimata, T. Tabei, I. Meilano, Agustan, Y. Ohta, N. Ismail, I.
Nurdin, and D. Sugiyanto (2016), Co-seismic offsets due to two earthquakes (Mw 6.1)
along the Sumatran fault system derived from GNSS measurements, Earth Planets Space, 
68:57, doi:10.1186/s40623-016-0427-z.

 Maeda, T., K. Nishida, R. Takagi, and K. Obara (2016), Reconstruction of a 2D seismic
wavefield by seismic gradiometry, Progress in Earth and Planetary Science, 3, 31,
doi:10.1186/s40645-016-0107-4.

 Nishida, K., and R. Takagi (2016), Teleseismic S wave microseisms, Science, 353, 919‒
921, doi:10.1126/science.aaf7573.

 ⽥中愛幸 (2016), 重⼒ポテンシャル差計としての光格⼦時計の地球物理応⽤の可能
性, 光学, 45, 259-263.

 ⽵内⾥紗, 廣瀬仁, 松島健, ⽥部井隆雄, ⻄村卓也 (2016), GNSS 観測による豊後⽔道周
辺でのプレート間すべりの分解能, 都市安全研究センター研究報告, 20, 9‒17.

B01 班
 Harris, R., L. Wallace, S. Webb, Y. Ito, K. Mochizuki, H. Ichihara, S. Henry , A. Tréhu , S.

Schwartz, A. Sheehan, R. Lauer, D. Saffer (2016), Investigations of shallow slow slip
offshore of New Zealand, Eos, 97, doi:10.1029/2016EO048945.

 Hata, M., M. Uyeshima, S. Handa, M. Shimoizumi, Y. Tanaka, T. Hashimoto, T.
Kagiyama, H. Utada, H. Munekane, M. Ichiki, and K. Fuji‐ta (2017), 3-D electrical
resistivity structure based on geomagnetic transfer functions exploring the features of arc
magmatism beneath Kyushu, Southwest Japan Arc, Journal of Geophysical Research: Solid 
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Earth, 122, 172‒190, doi:10.1002/2016JB013179.
 Hatakeyama, N., N. Uchida, T. Matsuzawa, T. Okada, J. Nakajima, T. Matsushima, T.

Kono, S. Hirahara, and T. Nakayama (2016), Variation in high-frequency wave radiation
from small repeating earthquakes as revealed by cross-spectral analysis, Geophys. J. Int., 
207, 1030‒1048, doi:10.1093/gji/ggw313.

 Ichihara, H., T. Mogi, K. Tanimoto, Y. Yamaya, T. Hashimoto, M. Uyeshima, and Y.
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5. 2. 書籍
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B01 班

 Hasegawa, A., J. Nakajima, and D. Zhao(2016), "Deep seismic structure, In Geology of
Japan", 339‒370 pp, The Geological Society, London.

B02 班
 ⽒家恒太郎(2016), "海洋底科学の基礎", 408pp, ⽇本地質学会「海洋底科学の基礎」編集

委員会編, 共⽴出版 (分担執筆).
C02 班

 梶⾕忠志, 武井淳, ⽵内⼀将, ⼭⼝哲⽣ 共訳, 奥村剛 監訳(2016), "ムースの物理学 ‐構
造とダイナミクス‐", 336pp, 吉岡書店.

2017 年
B02 班

 Teruo Yamashita, Akito Tsutsumi(2017), "Involvement of Fluids in Earthquake Ruptures:
Field/Experimental Data and Modeling", 187pp, Springer.

C01 班
 井出哲(2017), "絵でわかる地震の科学", 191pp, 講談社サイエンティフィク.
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B01 班

 中島淳⼀(2018), "⽇本列島の下では何が起きているのか", 304pp, 講談社ブルーバック
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B02 班
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C02 班
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 ⽥中愛幸（分担翻訳）(2020), "ジオダイナミクス 原著第 3 版", 632pp, 共⽴出版.
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5. 3. メディア・アウトリーチ

2016 年
A01 班

 ⼩原⼀成, "研究進む「スロー地震」", 信濃毎⽇新聞, 2016/08/29.
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 ⻄村卓也, "南海トラフ地震に迫る（上）", ⽇本経済新聞, 2016/12/18.

B01 班
 中島淳⼀, "スーパーJ チャンネル", テレビ朝⽇, 2016/10/21.
 中島淳⼀, "東⼯⼤と東北⼤, 深部低周波地震の発⽣はプレート境界からの「⽔漏れ」と関

係していることを解明", ⽇本経済新聞, 2016/12/19.
 中島淳⼀, "プレート境界からの「⽔漏れ」、深部低周波地震を抑制か", ⽇刊⼯業新聞,

2016/12/20.
C01 班

 吉岡祥⼀, "キャスト", 朝⽇放送, 2016/04/18, 16:58〜17:53.
 吉岡祥⼀, "キャスト", 朝⽇放送, 2016/04/18, 18:15〜19:00.
 井出哲, "⽉の引⼒、⼤地震と関係か", ⽇本経済新聞, 2016/09/13.
 井出哲, "⼤潮の前後は巨⼤地震の頻度⾼い", 朝⽇新聞, 2016/09/13.
 吉岡祥⼀, "神⼾⼤学コラム安⼼の素, 最新知識で津波被害軽減を", 神⼾新聞,

2016/11/21.

2017 年
A01 班

 中村衛, "ゆっくり地震 潮の⼲満影響 プレート⾯の動きに作⽤", 沖縄タイムス,
2017/02/17.

 ⼭下裕亮, "予測！南海トラフ⼤震災…鍵を握るのは⽇向灘？地震研究最前線", MBS ニュ
ース Voice 特集記事, 2017/03/09.

 ⼭下裕亮, "京⼤・東⼤研究グループ ⽇向灘で⻑期の海底観測へ", NHK ニュースイブニ
ング宮崎, 2017/03/10.

 ⼭下裕亮, "⽇向灘での「スロー地震」調査へ", MRT ニュース Next, 2017/03/10.
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 ⼭下裕亮, "⽇向灘スロー地震調査へ 京⼤など海底に観測機器設置", 宮崎⽇⽇新聞社,
2017/03/11.

 ⼭下裕亮, "⽇向灘で「スロー地震」観測へ…京⼤の観測所", 読売新聞社, 2017/03/11.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘で「スロー地震」調査", ⼣刊デイリーWeb, 2017/03/11.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘で海底観測を開始へ", NHK ニュースイブニング宮崎, 2017/03/17.
 ⼭下裕亮, "「スロー地震」現象解明へ海底調査", MRT ニュース Next, 2017/03/17.
 ⼭下裕亮, "「ゆっくり地震」解明へ 京⼤、⽇向灘で観測開始」", ⻄⽇本新聞社,

2017/03/17.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘スロー地震調査開始 20 年まで定点観測", 宮崎⽇⽇新聞社,

2017/03/18.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘で調査開始 開始京⼤・東⼤の共同研究グループ", 毎⽇新聞社,

2017/03/18.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘で発⽣“⼩さな地震”捉えた、南海トラフ地震解明のカギ？", JNN プロ

ジェクト「災害列島⽇本」, 2017/03/20.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘スロー地震 陸上観測乗り出す 海底データに加え解明へ", 宮崎⽇⽇

新聞社, 2017/03/27.
 ⼭下裕亮, "⽇向夏ミカンちゃんの質問箱：「スロー地震」はどんな現象なの？", 宮崎⽇⽇

新聞社, 2017/03/27.
 ⼭下裕亮, "スロー地震解明へ観測開始", 朝⽇新聞社, 2017/04/03.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘スロー地震 研究の最前線", MRT ニュース Next, 2017/04/03.
 ⼭下裕亮, "熊本・⼤分地震の発⽣から１年", OBS ⼤分放送, 2017/04/12.
 ⼭下裕亮, "U-doki 特集 熊本地震から１年〜 防災・減災を考える〜", UMK テレビ宮

崎, 2017/04/13.
 中村衛, "沖縄×科学 最先端研究をのぞく「⼤地の"⽣きた姿"知る」ゆっくり地震データ

で検証", 琉球新報, 2017/04/28.
 ⽵尾明⼦, "地震研究の最前線「スロー地震学」", 東⼤地震研⼀般公開, 2017/08/02.
 加藤愛太郎, "⼤学の授業体験 研究者が講義", 静岡新聞, 2017/09/06.
 ⼩原⼀成, "（今さら聞けない＋）スロー地震 岩盤がゆっくりずれ動く", 朝⽇新聞,

2017/09/23.
 加納将⾏, "2017 年測地学会公開講座", サイエンスワールド, 2017/10/07.
 ⼭下裕亮, "巨⼤地震と関連？ゆっくり地震 潮位変動が誘発", 南⽇本新聞社,

2017/12/29.
A02 班

 ⻄村卓也, "予測！南海トラフ⼤震災…鍵を握るのは⽇向灘？地震研究最前線", MBS ニュ
ース Voice 特集記事, 2017/03/09.

 ⻄村卓也, "南海トラフ現状探る", 徳島新聞, 2017/03/11.
 ⻄村卓也, "イッポウスペシャル 防災列島", CBC テレビ, 2017/03/11.
 ⻄村卓也, "⽇向灘スロー地震 陸上観測乗り出す 海底データに加え解明へ", 宮崎⽇⽇
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新聞社, 2017/03/27.
B01 班

 望⽉公廣, "スロー地震から⾒た、南海トラフとニュージーランド沈み込み帯の⽐較", 東
⼤地震研⼀般公開, 2017/08/02.

 ⼩川康雄, "電磁波でみる地震・⽕⼭・南極", スリーエム仙台市科学館, 2017/11/19.
B02 班

 廣瀬丈洋, "⽯英摩擦で融点低く", 読売新聞⼣刊, 2017/06/08.
 廣瀬丈洋, "トラフをゆく", 東京新聞, 2017/06/19.
 廣瀬丈洋, "地球深部探査船「ちきゅう」で東北・南海プレート境界地震のしくみを探る",

四国電⼒総合研修所, 2017/07/20.
 廣瀬丈洋, "四国電⼒ 四国総研 研究成果 55 件を共有 グループ発展の「財産」に", 電

気新聞, 2017/07/24.
 ⾕川亘, "⾹南市理科教育研究会講演", ⾹南市⽴野市中学校, 2017/07/31.
 ⽚⼭郁夫, "海⽔，年 23 億トン減少，岩盤含⽔モデル構築", ⽇刊⼯業新聞, 2017/10/25.

2018 年
A01 班

 ⼭下裕亮, "かお ⿅児島，宮崎沖で「ゆっくり地震」を調べる研究者", 南⽇本新聞社,
2018/01/14.

 ⼭下裕亮, "江⼾時代の⼤地震「外所（とんところ）地震」による⽇向灘の津波 専⾨家が
現地調査へ", NHK 宮崎, 2018/01/19.

 ⼭下裕亮, "江⼾時代の⼤地震「外所（とんところ）地震」による⽇向灘の津波 専⾨家が
現地調査へ", NHK 九州沖縄, 2018/01/20.

 ⼭下裕亮, "外所地震の津波解明へ 調査開始", NHK 宮崎, 2018/01/24.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘の⼤津波解明へ スロー地震関与検証", 宮崎⽇⽇新聞社, 2018/01/25.
 ⼩原⼀成, "⽂部科学省科学研究費助成事業新学術領域研究「核−マントルの相互作⽤と

共進化」ならびに「スロー地震学」共催⼀般公開講演会", 新学術領域研究「核−マント
ルの相互作⽤と共進化」, 2018/03/25.

 ⼭下裕亮, "⽇向灘沖地震と⼤津波の関連性調査", UMK テレビ宮崎, 2018/04/11.
 加藤愛太郎, "地震断層が動くメカニズム探る、発⽣予測、⾼度化に意欲（次世代の先導

者）", ⽇経新聞, 2018/06/14.
 ⼩原⼀成, "書窓／東京⼤学地震研究所所⻑・⼩原⼀成⽒「地震研究の道に導いた『⽇本

沈没』」", ⽇刊⼯業新聞, 2018/07/30.
 中村衛, "巨⼤地震 沖縄も可能性 本島南沖に固着域", 沖縄タイムス, 2018/08/02.
 中村衛, "沖縄南⽅沖で巨⼤地震の可能性", NHK 沖縄, 2018/08/02.
 中村衛, "巨⼤地震の恐れも 琉球海溝沿いで固着発⾒", RBC 琉球放送, 2018/08/03.
 ⽦⽥朗, "⾼校⽣に向けたスロー地震学アウトリーチ", 広島学院⾼校（⾼校⽣ 17 名, 教員

2 名）, 2018/08/08.
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 中村衛, "沖縄も巨⼤地震の恐れ 本島南沖に「固着域」", 琉球新報, 2018/08/31.
 ⼩原⼀成, "ＭＥＧＡＱＵＡＫＥ 南海トラフ巨⼤地震 迫りくる“Ｘデー”に備えろ", NHK

スペシャル, 2018/09/01.
 中村衛, "沖縄でも巨⼤地震の可能性 琉球海溝で「固着域」を発⾒", 朝⽇新聞,

2018/09/26.
 ⼩原⼀成, "「東京⼤学地震研究所 防災・予測の最先端を探る」", NHK「探検バクモ

ン」, 2018/10/03.
 ⼩原⼀成, "「スロー地震の発⾒とその意義」", 第 79 回 知の拠点セミナー（国⽴⼤学共

同利⽤・共同研究拠点協議会）, 2018/10/19.
 ⼩原⼀成, "講演会「スロー地震」", 東京⼤学ホームカミングデイ, 2018/10/20.
 ⽵尾明⼦, "10/26 イリカ 東京⼤学地震研究所訪問", アーカスプロジェクト・外国⼈芸術

家取材対応, 2018/10/26.
 ⽥中優作, "地球惑星科学 NYS「地球惑星科学 学⽣と若⼿の会 '18」", 早稲⽥⼤学(会

場)、参加者 49 名(学部⽣と修⼠学⽣が中⼼。参加者の所属は東⼤、筑波⼤、新潟⼤、静
岡⼤、早稲⽥⼤など), 2018/11/11.

 ⼭下裕亮, "MRT ラジオ サンデーラジオ⼤学 ⽇向灘の地震に備える", MRT 宮崎放送,
2018/5/13.

 ⼭下裕亮, "⽇向灘沖で「スロー地震」の調査 巨⼤地震と関連解明へ", UMK テレビ宮
崎, 2018/8/17.

 ⼭下裕亮, "⽇向灘スロー地震 調査船出発 観測機材回収分析へ", 宮崎⽇⽇新聞社,
2018/8/18.

 ⼭下裕亮, "宮崎県における地震・⽕⼭災害：過去を知り，次に備える", 宮崎県警,
2018/06/15.

 ⼭下裕亮, "侮れない⽇向灘地震", 宮崎県防災⼠ネットワーク スキルアップ研修事業,
2018/10/31.

 ⼭下裕亮, "侮れない⽇向灘地震", 宮崎市⾚江地域センター視察研修, 2018/12/6.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘地震への備えを学ぶ", NHK 宮崎放送局 イブニング宮崎, 2018/10/31.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘地震に備え専⾨家が講演", MRT 宮崎放送 ニュース Next, 2018/10/31.
 ⼭下裕亮, "宮崎市で防災研修会 ⽇向灘⼤地震の脅威を知る", UMK テレビ宮崎 Super

News, 2018/10/31.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘地震 意識⾼める", 宮崎⽇⽇新聞社, 2018/11/1.
 ⼭下裕亮, "宮崎市の京⼤防災研究所⾒学イベント", MRT 宮崎放送 ニュース Next,

2018/11/4.
 ⼭下裕亮, "京⼤研究所宮崎観測所の⼀般公開", NHK 宮崎放送局 イブニング宮崎,

2018/11/5.
 ⼭下裕亮, "地震や地殻変動理解 京⼤宮崎観測所が⾒学会", 宮崎⽇⽇新聞社, 2018/11/6.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘地震 脅威訴え 宮崎で防災⼠団体研修会", 南⽇本新聞社, 2018/11/10.
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A02 班
 ⼤園真⼦, "地殻変動観測から学ぶ北海道の内陸地震，2017 年度地震⽕⼭研究観測センタ

ーシンポジウム", 北海道⼤学学術交流会館, 2018/03/24.
 廣瀬仁, "⼤阪府北部の地震について", サンテレビ, 2018/06/19.
 ⾼⽊涼太, "ＭＥＧＡＱＵＡＫＥ 南海トラフ巨⼤地震 迫りくる“Ｘデー”に備えろ", NHK

スペシャル, 2018/09/01.
 加納将⾏, "2018 年測地学会公開講座", ⾼知市⽴義務教育学校⾏川学園、⼗津⼩学校,

2018/10/15, 10/19.
B01 班

 望⽉公廣・伊藤喜宏, "Measuring and warnings for earthquakes in Japan and New
Zealand", Victoria University of Wellington, 2018/02/28.

 望⽉公廣・伊藤喜宏, "Talks Offer Opportunity To Learn From Japan", East Coast LAB,
2018/03/01.

 望⽉公廣, "Hikurangi tsunami warning system: Is it possible?", NZ Herald, 2018/03/07.
 中島淳⼀, "Shaking up megathrust earthquakes with slow slip and fluid drainage",

ScienceDaily, 2018/04/09.
 中島淳⼀, "「スロースリップ」で⽔が動く", ⽇刊⼯業新聞, 2018/04/10.
 中島淳⼀, "Gentle ʻslow slipʼ earthquakes belie hidden danger", Nature Research

Highlights, 2018/04/10.
 中島淳⼀, "プレート「ゆっくり滑り」 ⽔が移動し地震誘発", ⽇本経済新聞,

2018/04/15.
 中島淳⼀, "プレート境界の「スロースリップ」は，⽔を絞り出して地震を誘発する", サ

イエンスポータル, 2018/04/16.
B02 班

 ⽚⼭郁夫, "6 億年後の海は⼲上がっている!?", ニュートン, 2018/02/07.
 濱⽥洋平, "Scientists Find New Way to Measure Rock Strength Below Seafloor", Subsea

World News, 2018/02/14.
 濱⽥洋平, "掘削データで直接測定・海洋機構が新⼿法", ⽇刊⼯業新聞, 2018/02/15.
 濱⽥洋平, "掘削強度研究関連の報道", テレビ⾼知, 2018/03/02.
 濱⽥洋平, "岩盤強度簡易に測定", ⾼知新聞, 2018/03/08.
 濱⽥洋平, "南海掘削研究関連の報道", 関⻄テレビ, 2018/03/08.

C01 班
 三井雄太, "公開講座 第 109 回ふじのくに防災学講座", 静岡県地震防災センター,

2018/07/21.
 中野優, "南海トラフ浅部で起きるスロー地震について分かってきたこと", 地震本部ニュ

ース, 2018/12/25.
C02 班

 松川宏、⽒家恒太郎, "放送⼤学特別講義「摩擦の世界」収録", 放送⼤学, 2018/09-12.
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 鈴⽊岳⼈, "⼤学での物理学（⾼等学校における出張講義）", 東京都⽴豊多摩⾼等学校,
2018/6/18.

2019 年
A01 班

 ⼩原⼀成, "「巨⼤地震予測の新たなカギ スロースリップ」", NHK E テレ サイエンス
ZERO, 2019/03/10.

 ⼩原⼀成, "「スロー地震の発⾒とその意義」", 仙台第⼀⾼等学校同窓会, 2019/3/25.
 ⼩原⼀成, "スロー地震「巨⼤」と相関", 読売新聞, 2019/06/09.
 ⾼⽊涼太, "今、迫りつつある危機 「南海トラフ巨⼤地震」", BS-TBS 報道 1930,

2019/07/15.
 ⼩原⼀成, "震源周辺 スロー地震多発", 読売新聞 ⼣刊, 2019/08/23.
 加藤愛太郎, "南海トラフ沿いの地震活動〜普通の地震とスロー地震〜", 静岡県⽴静岡⾼

等学校, 2019/6/4.
 加藤愛太郎, "南海トラフ沿いの地震活動〜普通の地震とスロー地震〜", 静岡県⽴掛川⻄

⾼等学校, 2019/9/4.
 加藤愛太郎, "地震の仕組みの理解-理科教育・防災教育への活⽤-", 静岡県総合教育セン

ター, 2019/11/22.
 加藤愛太郎, "What is a slow earthquake?", Universidad de Chile, 2019/7/20.
 中村衛, "沖縄近海 観測網いまだ 海底に固着域 ⼤地震恐れ", 沖縄タイムス,

2019/09/11.
 ⼭下裕亮, "侮れない⽇向灘地震", 宮崎市⼩松台地域安⼼安全防災隊視察研修, 2019/1/31.
 ⼭下裕亮, "侮れない⽇向灘地震", 宮崎県防災⼠ネットワーク視察研修, 2019/1/31.
 ⼭下裕亮, "最新の知⾒から検証する「⽇向灘地震」", 宮崎県津波対策推進協議会幹事会,

2019/7/24.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘の地震に備える", 宮崎県専⾨⼠業連絡協議会, 2019/8/23.
 ⼭下裕亮, "知っていると役に⽴つ（かもしれない）地震のイロハ", 令和元年度宮崎市防

災⼠フォローアップ研修会, 2019/10/12.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘の地震 過去を知り，次に備える", 宮崎市郡医師会 10 ⽉例会並びにし

ののめ医学会特別講演, 2019/10/16.
 ⼭下裕亮, "災害報道に役⽴つ（かもしれない）地震のイロハ", JNN 系列九州各局防災担

当者会議, 2019/10/18.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘の地震観測研究最前線", 第 19 回 ⽇伊科学技術宮崎国際会議 2019 ⽇

伊市⺠フォーラム「防災・減災の最前線」, 2019/10/19.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘の地震活動と M6.3 の教訓", 宮崎県⾼等学校 PTA 連合会県中地区会講

演会, 2019/11/19.
 ⼭下裕亮, "東⽇本⼤震災から 8 年", 宮崎サンシャイン FM 開局 20 周年記念特別番組,

2019/3/9.
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 ⼭下裕亮, "藤岡弘、宮崎ぶらり旅〜宮崎市にある地震観測所〜", MRT 宮崎放送 わけも
ん！, 2019/1/30.

 ⼭下裕亮, "県内で震度 5 弱 今後も余震に注意", MRT 宮崎放送 ニュース Next,
2019/5/10.

 ⼭下裕亮, "宮崎で震度 5 弱 南海トラフとの関連は", UMK テレビ宮崎 U-doki,
2019/5/11.

 ⼭下裕亮, "M6.4 の地震 専⾨家は…", MRT 宮崎放送 ニュース Next, 2019/1/9.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘震源の地震相次ぐ", NHK 宮崎放送局 イブニング宮崎, 2019/3/27.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘で地震相次ぐ 延岡で震度 4", MRT 宮崎放送 ニュース Next,

2019/3/27.
 ⼭下裕亮, "延岡市で震度 4 県内全域で揺れ観測", UMK テレビ宮崎 U-doki, 2019/3/30.
 ⼭下裕亮, "延岡で震度 4 県内全域揺れ観測", 宮崎⽇⽇新聞社, 2019/3/28.
 ⼭下裕亮, "1996 年の地震と同じ震源 専⾨家「M7 クラスの地震に注意」", UMK テレビ

宮崎 Super News, 2019/5/10.
 ⼭下裕亮, "宮崎県で震度 5 弱の地震 専⾨家「過去に繰り返し M7 級」", NHK NEWS

WEB, 2019/5/10.
 ⼭下裕亮, "京⼤助教「M7 級もありえる」", NHK 宮崎放送局, 2019/5/10.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘 過去にも規模⼤きい地震", NHK ⿅児島放送局, 2019/5/10.
 ⼭下裕亮, "九州新幹線で上下線に遅れ，原発異常なし 宮崎震度 5 弱", 朝⽇新聞デジタ

ル, 2019/5/10.
 ⼭下裕亮, "専⾨家「今回は前震の可能性も」宮崎市で震度 5 弱の影響", MRT 宮崎放送

MRT ニュース, 2019/5/10.
 ⼭下裕亮, "県内で震度 5 弱 今後も余震に注意（スタジオ出演）", MRT 宮崎放送 ニュー

ス Next, 2019/5/10.
 ⼭下裕亮, "震度 5 弱の地震から 1 週間 専⾨家は…", UMK テレビ宮崎 U-doki,

2019/5/11.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘の周期地震警戒を M7.1 級、30〜40 年周期で発⽣ 「ここ数⼗年で最

も危険性⾼い」専⾨家が警鐘", ⻄⽇本新聞社, 2019/5/19.
 ⼭下裕亮, "地震「引き続き警戒を」 専⾨家 防災対策呼びかけ", 宮崎⽇⽇新聞社,

2019/6/9.
 ⼭下裕亮, "震度 5 弱の地震から 1 ヶ⽉ ⽇向灘の現状は", UMK テレビ宮崎 Super News,

2019/6/10.
 ⼭下裕亮, "震度 5 弱から 1 ヶ⽉で備えは？", NHK 宮崎放送局 イブニング宮崎,

2019/6/10.
 ⼭下裕亮, "地震発⽣から 1 ヶ⽉ ⽇向灘は", MRT 宮崎放送 ニュース Next, 2019/6/10.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘地震 過去の痕跡から津波想定へ", UMK テレビ宮崎 Super News,

2019/10/22.
 ⼭下裕亮, "⼭道の地層から海の砂と⾒られる堆積物…357 年前の津波の痕跡から今後の
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津波想定に【宮崎発】", FNN PRIME Online, 2019/10/29.
 ⼩原⼀成, "南海トラフ域におけるスロー地震の発⾒とその意義", 国⽴⼤学附置研究所・

センター会議第 1 部会シンポジウム, 2019/10/4.
 ⼩原⼀成, "地震と地震観測について", ぼうさいこくたい 2020, 2020/10/3.

A02 班
 加納将⾏, "Unraveling the Origin of Slow Earthquakes", EOS Research Spotlight,

2019/01/22.
 加納将⾏, "An earthquake lasted 50 days, but no one felt it. Here's why.", National

Geographic, 2019/02/12.
 加納将⾏, "揺れない“幻の地震”が発⽣か、50 ⽇継続、トルコ", ナショナルジオグラフィ

ック⽇本版, 2019/02/15.
 ⾼⽊涼太, "「巨⼤地震予測の新たなカギ スロースリップ」", NHK E テレ サイエンス

ZERO, 2019/03/10.
 ⾼⽊涼太, "スロー地震「巨⼤」と相関", 読売新聞, 2019/06/09.
 板場智史, "技術で未来拓く・産総研の挑戦（101）超精密ひずみ計", ⽇刊⼯業新聞,

2019/10/31.
 板場智史, "既存の井⼾に「ひずみ計」設置", NHK ⾹川県のニュース, 2019/08/28.

B01 班
 北 佐枝⼦, "ラジオ番組 Love Our Bay 出演（地震研究についての説明）", BAY FM,

2019/7/1-4.
 上嶋 誠, "Tapping into copper lines for clues", Gisborne Herald, 2019/12/11.

B02 班
 伊藤喜宏, "「巨⼤地震予測の新たなカギ スロースリップ」", NHK E テレ サイエンス

ZERO, 2019/03/10.
 ⾕川亘・廣瀬丈洋・濱⽥洋平, "2019 前期号の惑星地球と⽣命をさぐる⽇本地質学会「ジ

オルジュ」の特集 1「⿊⽥郡⽔没伝承を海底に探る」に掲載", ジオルジュ, 2019/5/10.
 ⾕川亘, "⾼知コア研究所の職場体験（歴史地震の研究体験）", ⾼知⼤学教育学部付属中

学校, 2019/7/9.
 ⾕川亘, "⾼知市⽂化プラザかるぽーとで開催される「⾼知県地震防災研究会・2019 年講

演会」にて講演。", ⾼知市⽂化プラザかるぽーと, 2019/7/12.
 ⾕川亘, "災害記念碑デジタルアーカイブマップや 3D モデルの制作等に関する取り組み

について、「災害伝える⽯碑守りたい 最新技術で守る」", NHK ⾼知「こうちいちば
ん」, 2019/9/18.

 ⾕川亘・廣瀬丈洋・濱⽥洋平, "⼟佐清⽔の海底に⽯柱群 海洋研究開発機構などが調査
/⾼知県（朝刊（地域）25 ⾯）", 朝⽇新聞, 2019/8/19.

 ⾕川亘・廣瀬丈洋・濱⽥洋平, "海底に⽯柱群「伝説の沈んだ集落」との関連は？⾼知の
海岸、科学者ら〝⿊⽥郡伝承〟を本格調査⾼知の海岸、科学者ら〝⿊⽥郡伝承〟を本格
調査", 47NEWS（社）共同通信社/yahoo!ニュース, 2019/7/26.
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 ⾕川亘・廣瀬丈洋・濱⽥洋平, "津波で流された⽯柱 伝説の⿊⽥郡ではなかった
が・・・。⼟佐清⽔の海底で発⾒。（⾼知みらい科学館で開催中の企画展「⾼知の海をカ
ガクする」で「南海地震で海に沈んだ村〜伝説の⿊⽥郡を探る〜」の展⽰について解
説。）（プライムこうち 18：15〜放送）（約 2 分）", ⾼知さんさんテレビ, 2019/7/17.

 廣瀬 丈洋, "南海トラフ 探査船「ちきゅう」採取した岩⽯など公開", NHK NEWS WEB,
2019/4/9.

 廣瀬 丈洋, "南海トラフ海底で採取の岩⽯公開 探査船「ちきゅう」が掘削調査
https://www.kochinews.co.jp/article/268203/", ⾼知新聞, 2019/4/10.

 廣瀬 丈洋, "地震と防災についての出前授業（全校⽣徒対象）", ⾼知⼤学教育学部附属⼩
学校, 2019/5/7.

 廣瀬 丈洋, "地震の仕組み解説 ⾼知コア研・廣瀬さん授業 付属⼩", ⾼知新聞, 2019/5/8.
 濵⽥ 洋平, "頻発する⽇向灘震源の地震 メカニズムは？南海トラフとの関連は？ （放

送：イブニング KOCHI、18：15〜 （約 5 分）", テレビ⾼知, 2019/5/13.
 廣瀬 丈洋, "「新・メタルカラーの時代」の 2019 年 8 ⽉ 3 ⽇号で「海洋研究開発機構、

海底プレートに挑む 岩⽯の摩擦実験で解明する巨⼤地震の発⽣メカニズム」と題して掲
載。(2019 年 8 ⽉ 3 ⽇号)", 週刊東洋経済 Plus （⼭根 ⼀眞⽒：ノンフィクション作
家）, 2019/7/29.

 廣瀬 丈洋, "新・メタルカラーの時代（12） 海洋研究開発機構、海底プレートに挑む 岩
⽯の摩擦実験で解明する巨⼤地震の発⽣メカニズム （6871 号 102,104-105 ⾴）", 週刊
東洋経済, 2019/8/5.

 廣瀬 丈洋, "施設⾒学および講演（第 63 回全国⼤会視察につき「マスコミ倫理と向上と
⾔論・表現の⾃由の確保」を⽬的として、マスコミ倫理懇談会全国協議会の視察会。）講
演タイトルは、「地球深部探査船「ちきゅう」でプレート境界巨⼤地震を探る」。内容
は、C2 を中⼼にコア研全般にも触れる予定。 (⼤会参加者から約 50 名）", マスコミ倫
理懇談会全国協議会, 2019/9/20.

 廣瀬 丈洋, "「南海トラフ巨⼤地震の発⽣で⼤きな被害が想…」 南海トラフ巨⼤地震の
発⽣で⼤きな被害が想定される⾼知県。について記事。「私たちに託された使命はその前
に何が起こるかを解明すること」と廣瀬⽒がコメント。", 岩⼿⽇報 web, 2019/9/30.

 濵⽥ 洋平, "総合の授業で、地震および⾼知の地質について地層が隆起する実験（付加体
実験）を交えて出前授業 （中学 1 年⽣ 257 ⼈）", ⼟佐中学校, 2019/10/2.

 濵⽥ 洋平, "地質を学ぼう・出前授業 ⾼知コア研究所 中学⽣に“地質”の出前授業 ⾼知
の地層の成り⽴ちは 研究員が中学⽣に出前授業 ⼟佐中学校 （情報パレットからふる
ニュース、18：15〜放送、約 1 分）
https://www.kutv.co.jp/evening_kochi/evening_kochi-36016/", テレビ⾼知, 2019/10/2.

 濵⽥ 洋平, "地球の海と陸の成り⽴ちについて出前授業。（中学 2 年⽣ 60 ⼈+引率の先⽣
数名）", ⾼知県⽴⾼知国際中学校, 2019/10/25.

 廣瀬 丈洋, "ランチルームにて地震と防災+四国⾼知の地質について出前授業。（中学 2 年
⽣ 60 ⼈）", , 2019/12/20.
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 廣瀬 丈洋, "実験でプレート学ぶ 国際中で⾼知コア研が出前授業 (朝刊、WEB 掲載）
https://www.kochinews.co.jp/article/333366/", ⾼知新聞、他 1 件, 2019/12/21.

C01 班
 ⻄川 友章, "震源周辺 スロー地震多発", 読売新聞 ⼣刊, 2019/08/23.
 三井雄太, "⼈⼯衛星データが語る富⼠⼭・伊⾖半島周辺の動き", 静岡⼤学・読売新聞連

続市⺠講座 2019, 2019/11/2.
 三井雄太, "静岡⼤・読売講座 詳報（５）⼈⼯衛星データが語る富⼠⼭・伊⾖半島", 読

売新聞 朝刊, 2019/11/16.

2020 年
A01 班

 加藤愛太郎, "地震はどこまで分かっているのか――地震学の新パラダイム「スロー地
震」から探る", 国⽴⼤学附置研究所・センター会議, 2020/3/20.

 加藤愛太郎, "世界も注⽬「ゆっくり滑り」が教えてくれる巨⼤地震の現在地", iRONNA,
2020/3/11.

 中村衛, "RBC NEWS「ナゼナニ特捜班 沖縄でも巨⼤地震は発⽣するか?」", 琉球放送
RBC ザ・ニュース, 2020/02/05.

 ⼭下裕亮, "⽇向灘の地震観測研究最前線", 宮崎県建築⼠会きらら研修会, 2020/1/17.
 ⼭下裕亮, "地震の基礎と⽇向灘の特徴", UMK テレビ宮崎 地震に関する勉強会,

2020/2/6.
 ⼭下裕亮, "知っておきたい地震のイロハ", 宮崎県主催 地域の防災セミナー(都農町),

2020/2/9.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘の地震活動と M6.3 の教訓", 宮崎県⾼等学校教育研究会⽔産部会 職員

研修会, 2020/2/21.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘の地震活動を知る〜過去，現在，そして未来〜", 宮崎市⽊花地区 26 ⾃

治会⾃主防災隊研修, 2020/7/7.
 ⼭下裕亮, "地震とは何か？", 宮崎県経営者協会及び宮崎経済同友会例会・講演会,

2020/9/28.
 ⼭下裕亮, "いつ起こるかわからない南海トラフ地震だからこそ観測し続ける責務があ

る！", FM 宮崎 POCKY の SUPER RADIO CULB, 2020/4/25.
 ⼭下裕亮, "”⽇向灘”地震から 1 年", NHK 宮崎放送局 イブニング宮崎, 2020/5/11.
 ⼭下裕亮, "最⼤震度 5 弱の地震から 1 年 専⾨家「今だからできる備えを」", UMK テレ

ビ宮崎 Super News, 2020/5/11.
 ⼭下裕亮, "⽇向灘沖でのスロー地震調査 観測終了", UMK テレビ宮崎 UMK ニュース,

2020/9/12.
 ⼭下裕亮, "「スロー地震」分析へ地震計回収", NHK NHK 九州沖縄, 2020/9/13.
 ⼭下裕亮, "「スロー地震」解明期待 京⼤など研究グループ", 宮崎⽇⽇新聞社,

2020/9/13.
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 ⼭下裕亮, "⽇向灘地震から 1 年", 毎⽇新聞社, 2020/5/15.
 ⼭下裕亮, "「ゆっくりすべり」研究者が観測計画", ⽇本経済新聞社, 2020/3/9.

A02 班
 板場智史, "世界初「ひずみ計」既存井⼾に", NHK ⾹川県のニュース, 2020/01/31-

2020/02/01.
 板場智史, "既存井⼾ 深さ 200m に「ひずみ計」", 四国新聞, 2020/02/05.

B01 班
 上嶋 誠, "Using Chorus' copper network to monitor earthquake activity",

https://www.youtube.com/watch?v=S_012WXRd-Y&feature=youtu.be, 2020/2/9.
 中島淳⼀, "体感！グレートネイチャー SP「⽕⼭・鳴動する⼤地をゆく」", NHK,

2020/10/10.
B02 班

 濵⽥ 洋平, "未来へのバイオ技術勉強会【地震減災と微⽣物＆〜津波減災、液状化対策、
地震波軽減】にて、「（仮）減災と微⽣物」について講演依頼。 （協会員企業 60 ⼈）",
バイオインダストリー協会, 2020/1/10.

 廣瀬 丈洋, "室⼾ジオパーク企画展「地球×ちきゅうⅢ」協賛（⼀⽇先⽣ 1/25 件名：
「南海トラフ地震：地下で何が起こっているのか？」、内容：迫りくる南海地震。地震の
際に地下深部でどのようなことが起こっているのでしょうか？南海地震発⽣のしくみを
わかりやすく紹介します。 （廣瀬）、2/22 件名：「南海トラフの海底下を流れる「お
湯」〜成分とその効能〜」、内容：南海トラフの海底下の⽔（お湯）やガスの流れは、地
震活動や海底下深部で⽣きる微⽣物の活動に密接に関係していると考えられています。
この⽔がどこから来るのか？地球深部探査船「ちきゅう」の掘削などにより明らかにな
ってきたことを紹介します。（井尻）", , 2020/1/15-2/29.

 ⼤坪 誠, "迫る南海トラフ地震！「予知」のカギを握る「地盤と⽔」の意外な関係", ブル
ーバックス編集部, 2020/9/30.

 ⽒家恒太郎, "深海掘削して初めて分かった海溝型巨⼤地震・津波発⽣メカニズム", 茗溪
学園中学校⾼等学校, 2020/5/29.

C01 班
 井出 哲, "地震予測に迫る", 朝⽇新聞 ⼣刊, 2020/02/19.
 ⻄川友章, "巨⼤地震のブレーキ役か。「スロー地震」の不思議", NewsPicks, 2020/8/13.
 三井雄太, "巨⼤地震と噴⽕ 関係ある？ 乏しいデータかき集め防災に", 朝⽇新聞,

2020/7/4.
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5. 4. 受賞

2016 年
A01 班

 内⽥直希, "東北⼤学泉萩会 第 12 回森⽥記念賞", 2016.
B01 班

 市原寛, "地球電磁気・地球惑星科学会 ⼤林奨励賞「地震・津波発⽣過程の解明に関する
地球電磁気学的研究」", 2016.

 ⼩川康雄, "Outstanding reviewer EPSL", 2016.
 望⽉公廣, "New Zealand Geophysics Prize", 2016.

B02 班
 ⽒家恒太郎, "The Progress in Earth and Planetary Science Most Accessed Paper Awards",

2016.
C01 班

 井出哲, "American Geophysical Union Fellow", 2016.
 奥⽥貴, "⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2016.
 森重学, "⽇本地震学会若⼿学術奨励賞", 2016.

C02 班
 ⽮部優, "⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2016.

2017 年
A01 班

 内⽥直希, "⽇本地球惑星科学連合 第 2 回地球惑星科学振興⻄⽥賞", 2017.
 栗原亮, "⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2017.

A02 班
 伊東優治, "JpGU-AGU Joint Meeting 2017 学⽣優秀発表賞", 2017.
 坂上啓, "JpGU-AGU Joint Meeting 2017 学⽣優秀発表賞", 2017.
 太⽥雄策, "平成 29 年度科学技術分野の⽂部科学⼤⾂表彰 若⼿科学者賞", 2017.
 太⽥雄策, "新技術開発財団 第 49 回 （平成 28 年度） 市村学術賞 貢献賞", 2017.

B02 班
 ⽐嘉咲希, "JpGU-AGU Joint Meeting 2017 学⽣優秀発表賞", 2017.
 ウォリスサイモン, "⽇本地質学会賞", 2017.

C01 班
 井出哲, "読売テクノ・フォーラム第 23 回ゴールドメダル賞", 2017.
 奥⽥貴, "JpGU-AGU Joint Meeting 2017 学⽣優秀発表賞", 2017.
 奥脇亮, "JpGU-AGU Joint Meeting 2017 学⽣優秀発表賞", 2017.
 ⾦⼦りさ, "JpGU-AGU Joint Meeting 2017 学⽣優秀発表賞", 2017.
 佐藤⼤祐, "JpGU-AGU Joint Meeting 2017 学⽣優秀発表賞", 2017.
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 ⻄川友章, "JpGU-AGU Joint Meeting 2017 学⽣優秀発表賞", 2017.
 森上竣介, "⽇本測地学会「学⽣による講演会優秀発表」", 2017.
 ⾦⼦りさ, "AGU2017 Outstanding Student Paper Awards (OSPAs)", 2017.

C02 班
 ⼩澤創, "⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2017.
 ⼭⼝哲⽣, "⽇本機械学会年次⼤会「ソフトマター・イノベーション」やわらか⼤賞",

2017.

2018 年
A01 班

 ⼩原⼀成, "2017 年度⽇本地震学会賞", 2018.
 ⽦⽥朗, "2018 年度⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2018.
 加納将⾏, "⽇本地震学会若⼿学術奨励賞", 2018.

A02 班
 廣瀬仁, "神⼾⼤学 平成 30 年度学⻑表彰", 2018.

B01 班
 ⼩川康雄, "Outstanding reviewer JSAES", 2018.
 北佐枝⼦, "⽂部科学⼤⾂表彰 若⼿科学者賞", 2018.

B02 班
 松岡友希, "地球惑星科学連合 2018 年⼤会学⽣優秀発表賞", 2018.
 畠⼭ 航平, "地球惑星科学連合 2018 年⼤会学⽣優秀発表賞", 2018.
 畠⼭ 航平, "ハードロック掘削科学若⼿奨励賞", 2018.

C01 班
 松澤孝紀, "防災科学技術研究所業績表彰", 2018.
 縣 亮⼀郎, "第 23 回計算⼯学講演会ベストペーパーアワード", 2018.

2019 年
A01 班

 加藤愛太郎, "EPS Excellent Paper Award 2018", 2019.
 上⽥拓, "JpGU-AGU Joint Meeting 2019 学⽣優秀発表賞", 2019.
 ⾺場慧, "JpGU-AGU Joint Meeting 2019 学⽣優秀発表賞", 2019.
 武村俊介, "⽇本地震学会論⽂賞", 2019.

A02 班
 廣瀬仁, "神⼾⼤学 令和元年度学⻑表彰", 2019.

B01 班
 中島淳⼀, "⽇本地震学会論⽂賞", 2019.
 中島淳⼀, "⽇本地球惑星科学連合 ⻄⽥賞", 2019.
 ⼟⼭絢⼦, "JpGU-AGU Joint Meeting 2019 学⽣優秀発表賞", 2019.
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 望⽉公廣, "New Zealand Geophysics Prize", 2019.
 中島淳⼀, "⼿島精⼀記念研究賞著述賞", 2019.

B02 班
 ⾚松祐哉, "⽇本鉱物科学会 2019 年年会研究発表優秀賞", 2019.
 ⾚松祐哉, "⽇本地球惑星科学連合 2019 年⼤会学⽣優秀発表賞", 2019.
 ⽚⼭郁夫, "⽇本地球惑星科学連合 地球惑星科学振興⻄⽥賞", 2019.

C01 班
 三井雄太, "静岡⼤学 第 4 期若⼿重点研究者", 2019.
 奥脇亮, "JpGU-AGU Joint Meeting 2018 学⽣優秀発表賞", 2018.
 ⼩澤創, "JpGU-AGU Joint Meeting 2019 学⽣優秀発表賞", 2019.
 ⽮部優, "⽇本地震学会論⽂賞", 2019.
 井出哲, "⽇本地震学会論⽂賞", 2019.

C02 班
 ⼩澤創, "東京⼤学理学系研究科研究奨励賞", 2019.

2020 年
A01 班

 上⽥拓, "⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2020.
B01 班

 及川元⼰, "⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2020.
 柴⽥律也, "⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2020.
 ⼟⼭絢⼦, "⽇本地震学会学⽣優秀発表賞", 2020.

B02 班
 末吉和公, "AGU2020 Outstanding Student Paper Awards (OSPAs)", 2020.

C01 班
 ⼭佳典史, "⽇本測地学会「学⽣による講演会優秀発表」", 2020.
 ⻄川友章, "令和 2 年度京都⼤学防災研究所研究発表講演会優秀発表賞", 2021.
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